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は
じ
め
に
　

  

こ
の
論
稿
は
令
和
三
年
十
月
二
十
四
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た

「
日
本
近
代
語
研
究
会 

第
386
回
二
〇
二
一
年
度
秋
季
発
表
大
会
」
の
講
演

「
室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
・
古
文
書
に
於
け
る
記
録
語
・
記
録

語
法
」
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
と
い
う
時
間
的
制
約
の
た
め
、

学
界
の
古
記
録
・
古
文
書
研
究
の
全
般
へ
の
言
及
が
不
足
し
て
い
る
点
や

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
動
向
や
紹
介
等
、
今
ま
で
の
私
の
論
稿
か
ら
の
引
用

が
多
い
こ
と
を
先
ず
お
断
り
し
て
お
く
。
論
稿
掲
載
に
は
分
量
が
多
か
っ

た
の
で
機
会
を
得
な
か
っ
た
が
、
今
回
編
集
部
の
ご
理
解
を
戴
き
、
上
下

に
分
け
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
上
下
に
分
け
た
の
で
講
演
時
の
章
立

て
を
変
更
し
た
。
ま
た
、
講
演
か
ら
二
年
以
上
経
過
し
た
の
で
、
そ
の
後

の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
情
報
の
追
加
や
気
付
き
に
よ
る
加
除
訂
正
も
行
っ
て

い
る
。
こ
ち
ら
が
今
の
時
点
で
の
私
の
認
識
で
あ
る
。

一
　
平
安
後
期
、
院
政
・
鎌
倉
期
の

　
　
　
　
　
古
記
録
（
記
録
体
）
の
概
要

　

以
前
、
拙
稿（
１
）で
も
示
し
た
が
、
平
安
後
期
、
院
政
・
鎌
倉
期
の
「
記

録
体
」
と
純
漢
文
の
相
違
点
と
し
て
、『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
で
は
、

次
の
六
点
を
指
摘
す
る
。

（
一
）
表
記
に
往
々
万
葉
仮
名
・
平
仮
名
・
片
仮
名
を
用
い
る
こ
と
が
あ

る
。（
表
記
）〈
以
下
（　

）
内
は
私
注
〉

（
二
）
国
語
の
語
順
に
従
っ
た
表
現
を
と
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
純
粋
な
漢

文
か
ら
見
て
、
文
法
的
に
は
破
格
に
な
る
場
合
が
多
い
。（
破
格
の

語
序
・
語
順
）

（
三
）
純
粋
な
漢
文
に
な
い
敬
語
表
現
が
豊
か
で
あ
る
。（
敬
語
）

（
四
）
接
続
の
関
係
を
表
わ
す
「
間
」「
処
」、
引
用
句
の
結
び
を
示
す

「て
へ
り（
て
へ
れ
ば
）

者
」
、
動
作
の
完
了
や
文
末
を
表
わ
す
「
訖
」「
畢
」、
間
接
話

法
の
結
び
を
示
す
「
云
々
」、
上
の
語
句
を
体
言
化
す
る
「
由
」「
旨
」

堀
　
畑
　
正
　
臣

室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
文
章
・
記
録
語
・
記
録
語
法
（
上
）
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「
条
」、
指
示
の
「
件
」
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。（
記
録
語
法
）

（
五
）
官
職
を
始
め
と
し
て
中
国
風
に
言
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。「
大
納

言
」
を
「
亜
相
」、「
近
衛
」
を
「
羽
林
」
な
ど
唐
名
を
用
い
、「
京
都
」

を
「
洛
陽
」、「
酒
」
を
「
竹
葉
」
な
ど
、
異
名
を
用
い
る
こ
と
が
あ

る
。（
唐
名
と
異
名
）

（
六
）
和
語
を
漢
字
で
表
わ
し
た
「
面
白
」「
折
節
」「
物
忌
」「
引
出
物
」

や
和
語
を
音
読
し
て
和
製
漢
語
と
し
た
「
火
事
」「
物
怱
」「
返
事
」、

当
て
字
と
し
て
の
「
態わ
ざ
と

」「
糸
惜
」「
浅
墓
」「
浅あ
さ

猿ま
し

」「
穴あ
な

勝が
ち

」「
無

甲
斐
」「
無
四
度
計
（
解
）」
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。（
和
製
漢
語
と

記
録
語
）

　
　
（『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
に
は
記
述
は
な
い
が
、
こ
こ
に
記
録
語

「
景
迹
（
キ
ャ
ウ
ジ
ャ
ク
）」「
従
容
（
シ
ョ
ウ
ヨ
ウ
）」「
如
泥
（
ジ
ョ

デ
イ
）」「
逐
電
（
チ
ク
デ
ン
）」
等
の
記
録
語
を
加
え
て
お
く（
２
）。）

　

一
方
、
中
国
漢
文
と
の
共
通
点
か
ら
平
安
期
～
鎌
倉
期
の
古
記
録
を
見

る
と
次
の
四
点
が
指
摘
で
き
る
。

（
七
）「
記
録
体
」
は
、
多
く
の
文
献
で
は
文
の
殆
ど
が
漢
字
で
記
さ
れ
、

片
仮
名
や
平
仮
名
の
使
用
は
少
な
い
。
助
詞
の
多
く
は
漢
字
表
記
さ

れ
ず
、
用
言
の
活
用
語
尾
も
記
さ
れ
な
い
。

（
八
）「
記
録
体
」
の
語
序
・
語
順
は
純
漢
文
の
語
序
・
語
順
に
倣
お
う

と
す
る
も
の
が
多
い
。

（
九
）「
記
録
体
」
の
文
章
に
は
、
中
国
の
「
漢
文
」
の
語
や
語
法
が
一

部
使
用
さ
れ
て
い
る（
３
）。

（
十
）「
記
録
体
」
の
文
章
の
中
に
は
、
中
国
俗
語
文
（
唐
代
口
語
）
の

影
響
が
あ
る（
４
）。「
甚
以
（
副
詞
＋
以
）（５
）」
や
形
式
名
詞
の
「
間

（
６
）」、
文
末
の
「
了
（
ヲ
ワ
ン
ヌ
）（７
）」、
接
頭
辞
の
「
相
～（
８
）」
等

が
七
世
紀
以
降
の
中
国
俗
語
文
の
用
法
で
あ
る
。
ま
た
、
六
朝
時
代

の
俗
語
文
か
ら
流
入
し
た
「
併
（
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
：「
全
て
」
の
意
）」

や
、
唐
代
以
降
の
中
国
俗
語
文
か
ら
流
入
し
た
「
動
詞
＋
得
」、「
多

少
（
イ
ク
バ
ク
）」、「
争
（
イ
カ
デ
カ
）」、「
早
晩
（
イ
ツ
カ
）」
等

の
指
摘（
９
）も
あ
る
。（
唐
代
口
語
の
影
響
）

　

平
安
期
の
記
録
体
の
言
語
の
性
格
（
１
）
と
研
究
の
現
状
（
２
）
に
つ

い
て
峰
岸
明
氏
の
御
論（
10
）が
あ
る
。

（
１
）
漢
文
訓
読
語
と
日
常
口
頭
語
（
仮
名
文
学
作
品
の
言
語
な
ど
）
と

の
併
用
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
な
か
に
記
録
特
有
語
と
称
す
べ

き
も
の
も
あ
っ
て
、
全
体
で
独
自
の
文
章
を
形
成
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
。（
漢
文
訓
読
語
、
和
文
語
、
記
録
語
の
三
つ
の
交
じ
り
合

い
）〈（　

）
内
は
私
注
〉

（
２
）
記
録
体
の
文
章
は
記
録
語
を
中
心
に
、
い
わ
ば
、
和
漢
両
文
脈
の

言
語
の
混
交
し
た
文
章
語
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、
文
章
史
上
、
和

漢
混
淆
文
の
成
立
に
と
っ
て
有
力
な
源
泉
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
文
体
は
、
以
後
、
江
戸
時
代
末
ま
で
行
わ
れ
る
。
な

お
、
記
録
体
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
平
安
時
代
の
文
献
を
対

象
に
し
た
も
の
が
中
心
で
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
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（
１
）
の
記
録
体
の
言
語
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
中
で
漢
文
訓

読
語
が
基
盤
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た（
11
）が
、
平
安
期
の
古
記
録
の
基

盤
に
日
常
口
頭
語
が
あ
り
、
そ
の
上
の
基
盤
と
し
て
漢
文
訓
読
語
が
あ
る

と
い
う
後
藤
英
次
氏
の
指
摘（
12
）や
、
近
年
、
田
中
草
大
氏
の
研
究（
13
）で
は
、

文
体
間
共
通
語
（
和
文
・
漢
文
訓
読
文
・
変
体
漢
文
の
三
者
い
ず
れ
で
も

用
い
ら
れ
る
語
）
で
は
和
文
系
の
用
法
が
多
く
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。

二
　
室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
（
記
録
体
）

　
　
の
文
章
の
概
観
と
そ
の
変
化
の
概
要

　

平
安
後
期
か
ら
院
政
・
鎌
倉
期
に
か
け
て
「
記
録
体
」
は
概
ね
先
述

の
（
一
）
～
（
十
）
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
室
町
期
に

入
る
と
様
相
を
変
え
て
く
る
。
今
、
室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
の

文
章
例
を
任
意
に
取
り
上
げ
て
、
そ
の
文
章
の
印
象
を
略
述
す
る
。
説
明

に
使
用
し
た
辞
書
は
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
〔
以
下

『
日
国
大
』
と
略
す
〕
で
あ
る
。
尚
、
用
字
は
一
部
現
行
の
も
の
に
改
め
た
。

ま
た
、
私
に
傍
線
や
返
り
点
、
一
部
に
ル
ビ
を
付
け
た
（
以
下
同
じ
）。

　

小
山
登
久
（1996

）
第
四
章
「
文
体
」
第
四
節
に
「
記
録
体
の
推
移
（
概

略
）」
と
し
て
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
中
期
迄
の
記
録
体
の
文
体
の
推
移

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
室
町
中
期
は
『
教
言
卿
記
』
と
『
晴
富
宿
禰
記
』

を
中
心
と
し
た
記
述
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。

１  『
看
聞
日
記
』〔
後ご

崇す

光こ
う

院い
ん

伏ふ
し

見み
の

宮み
や

貞さ
だ

成ふ
さ

親
王
〕

（
応
永
二
七
年
〔
一
四
二
〇
〕
九
月
七
日
）

　
　

七
日
、
晴
、
寺
へ
禅
啓
を
遣
、
長
老
退
事
、
楚
忽
進
退
不
レ

可
レ

然
之

由
令
レ

申
、
返
事
、
寺
家
闕
乏
之
間
退
レ

之
、
有
増
内
々
相
存
、
就
二

彼

題
目
一

可
レ

退
之
由
更
不
二

申
入
一

之
由
有
二

返
事
一

、
所
レ

詮
都
主
腹
立
之

余
中
央
ニ

申
歟
、
不
レ

可
レ

説
々
々
々
、

（
圖
書
寮
本
『
看
聞
日
記
』
二
82
頁
12
～
14
行
）

　
「
寺
へ
禅
啓
を
遣
」
は
漢
文
と
は
違
い
日
本
語
の
語
順
に
な
っ
て
い
る
の

を
平
仮
名
の
格
助
詞
を
補
う
こ
と
で
読
み
を
誤
解
の
無
い
よ
う
に
し
て
い

る
。「
寺
家
闕
乏
之
間
退
レ

之
」
も
句
末
助
字
（
陳
述
用
法
）
の
「
之
」
字

が
つ
く
と
漢
文
ら
し
く
見
え
る
。「
寺
家
闕
乏
之
間
」「
相
存
」「
更
不
申

入
一
之
由
」（
全
く
～
な
い
）
等
の
語
法
も
見
え
る
。「
題
目
」（『
日
国
大
』

主
題
、
事
件
）
や
「
中
央
ニ

申
」
の
「
中
央（
14
）」（『
日
国
大
』
本
来
の
決

定
権
者
の
意
志
を
無
視
し
た
家
臣
な
ど
の
自
由
な
合
議
決
定
）
な
ど
の
中

世
の
記
録
語
や
「
可
レ

退
之
由
」
の
よ
う
に
「
可
～
之
由
」
で
句
を
構
成

す
る
方
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
返
り
点
は
平
易
な
返
り
点
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。

２　
『
薩
戒
記
』〔
中
山
定
親
〕（
永
享
六
年
〔
一
四
三
四
〕
十
月
四
日
）

　
　

未
明
參
内
、
依
三

神
輿
入
洛
之
由
有
二

風
聞
一

也
、
予
着
二

直
垂
一

蜜
々

候
二

和
哥
所
傍
一

、
是
諒
闇
裝
束
其
躰
頗
見
苦
、
且
非
常
之
儀
衛
府
官

須
レ

帶
二

弓
箭
一

、
然
而
予
未
レ

設
二

諒
闇
弓
箭
・
野
釼
等
一

〈
於
二

弓
箭
一

者

可
レ

用
二

随
身
狩
胡
籙
一

也
、
予
未
レ

用
二-

意
之
一

也
、〉
之
故
也
、
可
レ

謂
二
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無
念
一

、
末
代
之
法
無
力
事
也
、 

（
大
日
本
古
記
録
『
薩
戒
記
』
五
225
頁
２
～
４
行
）

　
「
須
（
す
べ
か
ら
く
）
～
べ
し
、
然
而
（
し
か
れ
ど
も
）
～
」
と
い
う

平
安
後
期
～
院
政
・
鎌
倉
期
に
多
く
見
ら
れ
る
「
須
～
、
逆
接
～
」
の
語

法（
15
）を
継
承
し
て
い
る
。
再
読
の
「
未
だ
～
ず
」（「
未
レ

設
二

～
野
釼
等
一

」

「
未
レ

用
二-

意
之
一

也
」）
が
見
え
る
。
返
り
点
も
一
～
三
点
は
あ
る
が
平
易

と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

３　
『
建
内
記
』〔
万
里
小
路
時
房
〕

（
嘉
吉
元
年
〔
一
四
四
一
〕
閏
九
月
二
十
日
）

　
　

今
夜
詣
二

三
宝
院
僧
正
御
房
一

、
今
日
給
二

消
息
一

、（
中
略
）、
有
二

對

面
一

言
談
、
先
日
寺
社
本
所
領
不
レ

可
レ

有
二

違
亂
由
一

事
、
即
可
レ

仰
二-

遣

管
領
一

之
処
、
有
二

存
旨
一

于
レ

今
不
レ

示
二-

遣
之
一

、
其
謂
者
、
存
二

礼
儀
一

之
輩
者
〈
如
管
領
・
畠（
持
國
）山

云
々
、〉
元
來
無
二

子
細
一

、
表
二

濫
吹
一

之
輩

者
縦
雖
二

勅
定
一

更
不
レ

可
二

承

－
引
一

、
然
者　

勅
定
却
似
レ

輕
歟
、
尚
申

次
且
不
レ

可
レ

有
二

面
目
一

、
近
日
之
儀
中
々
不
レ

被
二

仰
出
一

之
条
、
可
レ

爲
二

一
儀
一

歟
之
由
所
二

相
存
一

也
、

（
大
日
本
古
記
録
『
建
内
記
』
四
130
頁
11
～
15
行
）

　
「
即
可
レ

仰
二-

遣
管
領
一

之
処
」
の
よ
う
に
古
記
録
で
発
達
し
た
逆
接
の

接
続
助
詞
「
～
之
処
」
や
「
～
之
条
」
の
形
式
名
詞
「
条
」
が
あ
る
。「
更

不
～
」
や
「
縦
雖
（
た
と
え
～
と
い
ふ
と
も
）（16
）」
の
語
法
が
見
え
る
。〈
尚
、

「
縦
雖
」
は
平
安
後
期
は
（
た
と
ひ
～
い
ふ
と
も
）
と
読
ん
だ
。「
た
と
ひ

～
い
へ
ど
も
」
と
読
む
例
は
『
今
昔
物
語
集
』
鈴
鹿
本
、
巻
一
七
、
48
丁

裏
11
行
の
「
譬
ヒ
人
有
テ
何
ナ
ル
事
ヲ
令
聞
ム
ト
云
へ
ト
モ
」
と
あ
る
の

が
管
見
で
は
一
番
古
い
。
紅
梅
文
庫
本
に
も
４
例
ほ
ど
見
え
る
が
写
本
年

代
が
新
し
い
〉。
そ
の
ほ
か
「
不
可
～
由
」「
可
～
由
」
の
句
構
成
が
見
え

る
。「
不
レ

示
二-

遣
之
一

」
の
「（
動
詞
）
之
」
は
句
末
助
字
（
陳
述
用
法
）

の
「
之
」
が
あ
る
と
漢
文
ら
し
く
見
え
る
。
最
後
の
「
所
二

相
存
一

也
」
も

「
可
～
由
」
の
句
の
後
に
「
相
存
」
の
動
詞
が
く
る
の
で
「
所
～
也
」
で

括
っ
て
漢
文
的
に
処
理
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
返
り
点
も
レ
点
と
一
、

二
点
で
収
ま
る
。

                                     

４　
『
碧
山
日
録
』（
太
極
）

（
長
禄
三
年
〔
一
四
五
九
〕
四
月
二
一
日
）
古
写
本

　

赴
二

妙
泉
之
齋
一

、
春
公
有
二

休
日
之
會
一

、
竟キ
ヤ
ウ
ジ
ツ日
噱わ
ら
い

レ

譚
相
怡
た
の
し
む

也
、
愛（
□
博
）日
自
レ

江
而
來
、
説
二

虁キ

子シ

□（
之
）不
修
身
一

也
、
儉（
德
儉
）約
翁
、
蘭（
道
隆
）渓
的
骨

也
、
服
三-

侍
於
二

相
之
建
長
一

數
稔ジ
ン

矣
、
一
時
奉
レ

詔
住
二

洛
之
南
禅
一

、
々
々

第
二
世
也
、
江
之
永
源
始
祖
光（
元
光
）寂

室
、
乃
其
子
也
、
師
臥
病
、
光
奉
二-

侍
湯
藥
一

之
次
、
告
レ

師
曰
、
和
尚
病
不
レ

可
レ

復
也
、
用
三-

心
於
二

此
道
一

、

莫
二

以
レ

忘
可
一

乎
、
師
急
起
、
將
二

枕
子
一

打
レ

光
曰
、
其
薙テ
イ

染セ
ン

之
徒
、
坐
臥

經
行
、
豈
暫
有
二

忘
レ

此
者
一

乎
、
況
余
令
齒
既
耄
、
且
罹
病
而
旦
暮
人
也
、

於
レ

是
有
レ

它（
他
）乎
、
汝
有
二

此
言
一

、
汝
恒
不
レ

意
二

此
事
一

矣
、
乖
戻
何
其
甚

乎
、
光
感
泣
而
佩
レ

之
、
光
後
駕
レ

舶
入
宋
、
直
往
二

天
目
一

、
遊
二

幻（
中
峰
明
本
）

住
之

門
一

、
親
炙
者
久
矣
、
咨
二-

詢
心
術
一

、
所
レ

得
不
レ

尠
也
、

（
大
日
本
古
記
録
『
碧
山
日
録
』
上
28
頁
４
～
９
行
）

　

禅
僧
の
日
記
で
あ
る
が
、
返
り
点
こ
そ
一
～
三
で
収
ま
っ
て
い
る
が
、
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公
家
日
記
と
は
異
な
り
、
用
語
が
難
解
で
あ
り
、
文
章
表
現
も
違
う
。
ま

た
、「
豈
暫
有
二

忘
レ

此
者
一

乎
」、「
況
余
令
齒
既
耄
、
～
、
於
レ

是
有
レ

它（
他
）乎
」

の
よ
う
に
「
豈
～
乎
」
や
「
況
～
乎
」
の
漢
文
訓
読
語
法
が
見
え
る
（
後

掲「
六　

漢
文
訓
読
語
の
摂
取
状
況
」参
照
）。
更
に
は
句
末
助
字
の「
矣
」

の
多
用
も
目
に
つ
く
。

５　
『
言
国
卿
記
』〔
山
科
言
国
〕（
文
明
六
年
〔
一
四
七
四
〕
七
月
二
八
日
）

一
、
以
レ

予
、
飛
鳥
井
ニ
御
尋
ア
リ
、
拾
遺
ノ
メ
イ
ヲ
、
先
日
カ
ヽ
せ
ラ
レ

シ
時
、
御
本
ニ
ワ
拾
遺
抄
ト
メ
イ
ア
リ
、
書
進
上
ノ
ニ
ハ
、
集
カ
ヽ
ル
、

イ
ツ
レ
本
ニ
テ
ア
ル
ソ
ノ
由
、
予
御
使
ニ
罷
、
タ
フ
ン
集
歟
、
抄
ト
書

本
モ
ア
リ
、
兩
説
ナ
ル
之
由
申
、
此
由
奏
聞
申
也
、

（
史
料
纂
集
『
言
国
卿
記
』
第
一
125
頁
11
～
13
行
）

　

一ひ
と
つ
が
き書
の
文
章
で
助
動
詞
や
名
詞
、
副
詞
、
動
詞
が
片
仮
名
書
き
が
多
く
、

返
読
も
冒
頭
の
「
以
レ

予
」
に
レ
点
が
見
え
る
が
そ
の
他
に
は
な
い
。
ほ

ぼ
日
本
語
の
語
順
と
な
っ
て
い
る
。「
集
カ
ヽ
ル
」
の
よ
う
に
動
詞
を
片

仮
名
書
き
し
て
補
語
の
後
に
お
く
形
も
見
え
る
。「
イ
ツ
レ
本
ニ
テ
ア
ル

ソ
ノ
由
」「
兩
説
ナ
ル
之
由
」
の
よ
う
に
形
式
名
詞
「
由
」
に
よ
る
句
構

成
が
見
え
る
が
、
そ
の
中
身
が
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
構
成
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。

６　
『
上
井
覚
兼
日
記
』（
天
正
二
年
〔
一
五
七
四
〕
閏
十
一
月
十
七
日
）

　
　
（
鹿
児
島
の
武
士
の
日
記
）

一
、
此
日
、
昨
日
本
田
信
濃
守
殿
被
レ

申
候
条
々
申
上
候
、　

上
意
ニ
、
信

濃
之
事
馬
乘
候
、
其
外
御
用
有
仁
に
て
候
、
當
方
へ
召
置
候
ハ
て
ハ
に

て
候
、
子
に
て
候
者
病
者
に
て
候
間
、
移
之
事
申
候
歟
、
能
樣
ニ
寄
合

中
談
合
被
レ

申
候
へ
と
候
、
殊
更
門
一
御
替
被
レ

下
候
へ
と
被
レ

申
候
、
是

又
此
方
寄
々
ニ
め
し
か
へ
候
事
歟
、
又
者
い
つ
か
た
に
も
め
し
か
へ
候

す
る
事
歟
、
能
樣
ニ
談
合
被
レ

申
候
へ
と
御
意
候
也
、

（
大
日
本
古
記
録
『
上
井
覚
兼
日
記
』
上
巻
60
頁
３
～
６
行
）

　

一ひ
と
つ
が
き書

の
文
章
で
一
、
二
点
は
見
え
ず
、
レ
点
の
返
読
が
「
被
レ

申
」「
被
レ

下
」
と
句
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
。
古
記
録
語
法
の
「
間
」「
歟
」
が
あ

る
。
他
に
「
御
意
」（『
日
国
大
』
主
君
や
貴
人
な
ど
の
仰
せ
）
が
見
え

る
。「
候
」
が
句
末
や
文
末
に
使
用
さ
れ
る
「
候
文
」
で
、「
条
々
申
上
候
」

「
當
方
へ
召
置
候
」「
移
之
事
申
候
」「
め
し
か
へ
候
」
な
ど
補
語
や
目
的

語
の
後
に
動
詞
が
来
る
場
合
、
そ
の
後
に
「
候
」
を
付
け
て
語
順
を
解
消

す
る
。
文
末
で
は
「
候
」
「
候
歟
」、
文
中
の
句
末
で
は
「
候
ハ
て
」「
候

間
」「
候
へ
」「
候
す
る
」
等
、
句
読
点
的
な
機
能
を
も
つ
「
候
」
が
多
用

さ
れ
る
。
そ
れ
に
助
詞
類
も
仮
名
書
さ
れ
、
文
や
語
句
の
切
れ
目
が
よ
く

わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
工
夫
に
よ
り
、
日
本
語
の
語
順
に
近
い
文
章

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
会
話
形
式
が
「
上
意
ニ
～
と
候
」
や
「
～
候
へ

と
（
被
申
候
／
御
意
候
）」
と
独
特
で
あ
る
。
尚
、「
候
文
」
に
つ
い
て
は

矢
田
勉
（2012

）
や
後
藤
英
次
（2013

）
に
研
究（
17
）が
あ
る
。

７　
『
兼
見
卿
記
』（
吉
田
兼
見
）（
天
正
十
年
〔
一
五
八
二
〕
六
月
二
日
）

　

  

早
天
自
二

丹
州
一

惟
任
日
向
守
、
信
長
之
御
屋
敷
本
應〔
能
〕寺

へ
取
懸
、
即

時
信
長
生
害
、
同
三
位
中
將
陣
所
妙
見〔
覺
〕寺

へ
取
懸
、（
中
略
）、
洛
中
・
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洛
外
驚
騒
畢
、（
中
略
）、
予
、
粟
田
口
邉
令
二

乘
馬
一

罷
出
、
惟（
惟
任
光
秀
）日
對
面
、

在
所
之
儀
万
端
頼
入
之
由
申
畢
、

（
史
料
纂
集
『
新
訂
増
補 

兼
見
卿
記 

第
二
』
23
頁
５
～
11
行
、
別
本
）

　
「
生
害（
18
）（『
日
国
大
』
命
を
終
え
る
こ
と
）」
や
一
人
称
に
非
使
役
の

「
令（
19
）」が
つ
く
「
令
乘
馬
」
や
句
構
成
の
「
～
之
由
」
が
見
え
る
。「
驚

騒
畢
」「
申
畢
」
の
「
畢
」
は
文
末
最
後
の
動
詞
の
後
に
付
い
て
い
る
。
一
、

二
点
の
返
読
や
格
助
詞
「
へ
」
の
使
用
等
で
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

８  『
言
経
卿
記
』（
山
科
言
経
）（
天
正
十
年
〔
一
五
八
二
〕
六
月
二
日
）

一
、
夘
刻
前
右
府
本
能
寺

、
へ
明
智
日
向
守
依
二

謀
叛
一

押
寄
了
、
則
時
ニ
前

右
府
打
死
、
同
三
位
中
將
妙
覚
寺
ヲ

出
テ
、
下
御
所
へ
取
籠
之
處
ニ
、
同
押
寄
、

後
刻
討
死
、
村
井
春
長
軒
已
下
悉
打
死
了
、
下（
誠
仁
親
王
）

御
所
ハ
辰
刻
ニ
上
御
所

へ
御
渡
御
了
、
言
語
道
斷
之
爲
躰
也
、
京
洛
中
騒
動
、
不
レ

及
二

是
非
一

了
、

（
大
日
本
古
記
録
『
言
経
卿
記
』
一
巻
280
頁
２
行
～
４
行
）

　

一ひ
と
つ
が
き書

の
文
章
で
あ
る
。
接
続
助
詞
の
「
～
之
處
」や「
言
語
道
斷
」「
爲

躰
」
が
見
え
る
。「
押
寄
了
」「
打
死
了
」「
御
渡
御
了
」、「
不
レ

及
二

是
非
一

了
」
と
「（
動
詞
）
了
」
が
多
い（
20
）。

９　
『
梅
津
政
景
日
記
』（
慶
長
十
七
年
〔
一
六
一
二
〕
四
月
六
日
）

一
、
横
ぼ
り
へ
又
兵
へ
所
へ
振
舞
ニ
參
候
、
然
處
ニ
、
小
野
・
横
堀
ノ
ミ

せ
役
持
候
も
の
、
侘
言
申
分
ハ
、
ミ
せ
五
間
一
切
濟
申
間
敷
由
申
候
て
、

我
ま
ゝ
致
候
間
、
め
い
わ
く
の
由
申
候
間
、
今
日
又
兵
へ
所
へ
よ
ひ
よ
せ
、

せ
ん
さ
く
申
候
處
ニ
、
横
堀
の
作
右
衛
門
申
分
ハ
、
尤
ミ
せ
の
か
た
ち

御
座
候
へ
共
、
當
年
ハ
賣
物
を
出
し
不
レ

申
由
申
候
、
同
孫
左
衛
門
申

分
ハ
、
當
年
二
月
ま
て
み
せ
出
し
申
候
へ
共
、
三
月
よ
り
ハ
み
せ
出
し

不
レ

申
由
申
候
、（
中
略
）、
嘉
平
へ
・
我
等
申
分
ハ
、
い
つ
れ
も
申
分

道
理
也
、
併
不
届
之
事
有
、
い
か
ん
と
云
に
、
此
役
ノ
儀
ハ
、（
中
略
）

と
申
候
へ
ハ
、

（
大
日
本
古
記
録
『
梅
津
政
景
日
記
』
一
巻
32
頁
７
行
～
33
頁
７
行
）

　

一ひ
と
つ
が
き書

の
文
章
で「
候
文
」に
な
っ
て
い
る
。
古
記
録
語
法
の「
～
處
ニ
」

「
～
間
」
が
見
え
る
。「
め
い
わ
く
」（『
日
国
大
』「
ど
う
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
で
途
方
に
く
れ
る
。
と
ま
ど
う
こ
と
。」
の
意
味
か
、〔
張
愚

（2021

）〕
参
照
）
の
語
も
あ
る
。「
併
（
し
か
し
な
が
ら
）」
は
逆
接
の
接

続
詞
に
な
っ
て
い
て
、
古
記
録
・
古
文
書
の
「
併
（
し
か
し
な
が
ら
）」

（『
日
国
大
』
ぜ
ん
ぶ
そ
っ
く
り
、
す
べ
て
）
と
は
意
味
が
違
う
。「
參
候

／
持
候
／
致
候
／
申
候
」
の
よ
う
に
動
詞
の
後
に
「
候
」
が
つ
い
て
い
る
。

文
末
の
「
候
」
の
ほ
か
、
句
末
に
「
候
て
」「
候
間
」「
候
處
ニ
」「
候
へ

共
」「
候
へ
ハ
」
等
、
文
中
で
機
能
さ
せ
文
章
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
助
詞
の
仮
名
書
や
名
詞
・
動
詞
を
仮
名
書
き
し
て
、
文
や
語
句

の
切
れ
目
が
よ
く
わ
か
る
。
先
の
室
町
後
期
の
『
上
井
』
よ
り
、
江
戸
初

期
の
『
梅
津
』
の
方
が
「
我
ま
ゝ
致
候
間
、
め
い
わ
く
の
由
申
候
間
」
と

「
候
間
」
が
繰
り
返
さ
れ
、
こ
な
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
「
候
て
」

「
候
間
」「
候
處
ニ
」「
候
へ
共
」「
候
へ
ハ
」
と
句
末
の
「
候
」
の
展
開
が

広
が
っ
て
い
る
印
象
で
あ
る
。
返
り
点
も
「
不
レ

申
由
」
の
レ
点
が
見
え

る
の
み
で
上
か
ら
読
ん
で
い
け
ば
概
略
日
本
語
の
語
順
と
な
る
。「
當
年

ハ
賣
物
を
出
し
不
レ

申
由
」「
三
月
よ
り
ハ
み
せ
出
し
不
レ

申
由
」
の
よ
う
に
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形
式
名
詞
「
由
」
で
括
ら
れ
た
句
構
造
の
中
が
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
の
構

成
に
な
っ
て
い
る
の
は
『
梅
津
』
の
進
展
で
あ
ろ
う
か
。
５
『
言
経
』
で

仮
名
表
記
が
多
く
な
る
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。
一
方
、
会
話
形
式
が

「
申
分
ハ
、
～
由
申
候
／
と
申
候
へ
ハ
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
６
『
上

井
』
同
様
、
会
話
の
引
用
形
式
が
独
特
で
あ
る
。

　

文
章
例
１
～
９
か
ら
、
見
え
て
く
る
諸
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
（
文

献
名
は
略
記
す
る
）。

①　

多
く
の
文
献
は
漢
字
表
記
が
主
で
あ
る
が
、
室
町
中
期
の
５
『
言

国
』
で
は
片
仮
名
表
記
が
多
用
さ
れ
る
。
次
に
、
江
戸
初
期
の
９
『
梅

津
』、
室
町
後
期
の
６
『
上
井
』
の
順
で
片
仮
名
表
記
が
目
に
つ
く
。

②　

禅
僧
の
４
『
碧
山
』
の
よ
う
に
公
家
日
記
と
は
違
い
難
解
な
語
彙
や

漢
文
語
法
使
用
の
文
献
も
あ
る
。

③　

１
～
９
で
は
「
一ひ
と
つ
が
き書

」
の
文
献
に
、
５
『
言
国
』
６
『
上
井
』
８
『
言

経
』
９
『
梅
津
』
が
あ
る
。
８
『
言
経
』
は
漢
字
表
記
に
助
詞
類
の
仮

名
書
き
が
入
る
が
漢
字
表
記
が
主
で
あ
る
。
他
の
５
『
言
国
』
６
『
上

井
』
９
『
梅
津
』
に
は
仮
名
書
き
が
多
く
な
る
。　
　

④　

室
町
後
半
に
な
る
と
返
り
点
が
少
な
く
な
り
、
難
解
な
語
彙
も
少
な

く
読
み
や
す
く
な
る
。

⑤　

７
『
兼
見
』
や
８
『
言
経
』
で
は
未
だ
漢
字
表
記
が
多
い
が
返
り
点

は
簡
便
に
な
り
読
み
や
す
い
。

⑥　

６
『
上
井
』
や
９
『
梅
津
』
で
は
「
一ひ
と
つ
が
き書

」
で
仮
名
を
交
え
、
且

つ
「
候
文
」
で
あ
る
。「
候
」
が
句
末
や
文
末
で
使
用
さ
れ
る
が
『
梅

津
』
の
方
が
「
候
」
の
機
能
が
広
が
っ
て
い
て
、
文
中
で
機
能
し
複
文

表
記
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。『
上
井
』
で
は
「
被
レ

申
」「
被
レ

下
」、

『
梅
津
』
で
は
「
不
レ

申
」
を
除
け
ば
、
概
略
日
本
語
の
語
順
で
あ
る
。

共
に
会
話
引
用
形
式
が
『
上
井
』
で
は
「
上
意
ニ
～
と
候
」、『
梅
津
』

で
は
「
申
分
ハ
、
～
由
申
候
」
と
な
っ
て
い
て
特
徴
的
で
あ
る
。
更
に

そ
の
ま
ま
読
ん
で
日
本
語
の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。

⑦　

１
『
看
聞
』
の
「
退
之
」
や
３
『
建
内
』
の
「
不
レ

示
二-

遣
之
」
や

　
「
所
二

相
存
一

也
」、
７
『
兼
見
』
の
「
申
畢
」
や
８
『
言
経
』
の
「
押
寄
了
」、

６
『
上
井
』
の
「
被
申
候
」
な
ど
、
動
詞
で
終
わ
る
文
末
を
避
け
る
工

夫
が「（
動
詞
）之
」、「
所（
動
詞
）也
」「（
動
詞
）畢
／
了
」、　
「（
動
詞
）

候
」
に
あ
る
。
ま
た
、「
畢
／
了
」
に
は
文
末
辞
機
能
、「
候
」
に
は
句

末
辞
機
能
と
文
末
辞
機
能
が
あ
る（
21
）。
こ
れ
ら
は
使
用
さ
れ
る
時
代
の

違
い
が
あ
る
よ
う
で
「（
動
詞
）
之
」、「
所
（
動
詞
）
也
」
は
室
町
中

期
ま
で
は
使
用
さ
れ
、
室
町
後
期
に
な
る
と
「（
動
詞
）
了
」
や
「（
動

詞
）
候
」
の
候
文
が
多
く
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
し
い
調

査
は
今
後
に
俟
ち
た
い（
22
）。

⑧　

１
『
看
聞
』
の
「
寺
へ
禅
啓
を
遣
」
は
漢
文
の
語
順
に
な
っ
て
い
な

い
の
を
小
仮
名
の
格
助
詞
を
付
け
る
こ
と
で
読
み
の
紛
れ
を
解
消
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
５
『
言
国
』「
以
レ

予
、
飛
鳥
井
ニ
御
尋
ア
リ
」
の

よ
う
に
動
詞
を
片
仮
名
書
き
す
る
こ
と
で
語
順
の
紛
れ
を
解
消
し
た
文

献
も
出
て
き
て
、
助
詞
の
「
ニ
、
ヘ
、
ヲ
、
ノ
、
ハ
」
等
を
仮
名
で
付

け
た
り
、
動
詞
を
片
仮
名
書
き
に
し
て
読
み
の
紛
れ
を
解
消
す
る
。

⑨　

⑦
や
⑧
の
よ
う
に
し
て
、
漢
文
と
日
本
語
文
の
語
順
の
違
い
を
解
消
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す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
古
記
録
の
文
章
の
変
化
も
そ
の
一
環

と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

⑩  
矢
田
勉
（2012

）
は
「「
候
文
」
の
文
体
的
個
性
を
支
え
て
い
る
の

は
も
っ
と
種
々
の
要
素
の
有
機
的
複
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
の

中
の
一
項
目
と
し
て
「
候
」
字
の
多
用
が
働
い
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。「
候
文
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
「
変
体
漢
文
」
史
の
最
末
流
に

属
す
る
文
体
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
文
章
体
の
中
で
口
頭
言
語
と
の

乖
離
の
度
合
い
の
最
も
強
い
も
の
の
一
つ
と
い
え
る
。（
449
頁
10
～
12

行
）」
と
述
べ
、「
候
文
」
の
《
候
文
体
の
表
現
・
表
記
規
則
》
と
し
て

「
①
簡
略
化
し
た
倒
置
記
法
（
助
動
詞
・
補
助
動
詞
相
当
字
等
）、
②
助

詞
の
表
示
法
、
③
「
候
」
字
の
句
末
辞
と
し
て
の
用
法
、
④
擬
似
的
な

漢
文
的
表
現
・
表
記
（「
候
得
者
」「
無
御
座
」
な
ど
）」
を
示
す
（
408

頁
）。「
種
々
の
要
素
の
有
機
的
複
合
」
に
つ
い
て
は
矢
田
勉
（2012

）

の
「
第
四
編 

漢
字
文
表
記
史
の
研
究
」
403
～
491
頁
を
参
照
し
て
も
ら

う
と
し
て
、
近
世
の
「
候
文
」
資
料
で
の
調
査
に
基
づ
く
考
察
は
首
肯

さ
れ
る
見
解
で
あ
る
。
矢
田
勉
氏
の
「
候
文
」
に
関
す
る
到
達
点
を
踏

ま
え
、
中
世
後
期
・
江
戸
初
期
の
『
上
井
』
や
『
梅
津
』
の
文
章
表
記

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
か
ら
記
録
体
の
文
章
の
変
遷
を
概
観
す
る
と
大
き
く
次
の
三

つ
に
収
斂
で
き
そ
う
で
あ
る
。

（
一
）
漢
字
漢
文
表
記
の
制
約
の
中
で
日
本
語
を
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て

表
記
す
る
か
。

　
　

①
漢
字
表
記
の
中
に
名
詞
・
動
詞
等
や
助
詞
・
助
動
詞
等
の
仮
名
表

記
を
い
つ
頃
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
を
確
認
す
る

こ
と
。（（
一
）「
表
記
」
関
連
）

　
　

②
述
部
が
文
末
に
く
る
日
本
語
の
語
順
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
消
す

る
か
、
そ
の
工
夫
の
種
類
と
使
用
さ
れ
る
時
期
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。（（
二
）「
破
格
の
語
序
・
語
順
」
関
連
）

　
　

③
倒
置
記
法
の
継
続
と
解
消
の
状
況
を
確
認
す
る
。（
峰
岸
明

（1990

）、
矢
田
勉
（2012

）
参
照
）

　
　

④
「
可
～
之
由
」
の
よ
う
な
句
構
成
の
語
法
と
そ
の
中
の
表
現
が
ど

う
変
化
す
る
か
。

（
二
）
伝
統
的
な
記
録
語
や
記
録
語
法
の
継
承
と
、
新
た
な
語
や
漢
文
の

学
識
を
ど
う
取
り
込
む
か
。

　
　

⑤
記
録
語
の
意
味
変
化
（（
六
）「
和
製
漢
語
と
記
録
語
」
の
意
味
変

化
」
と
の
関
連
）

　
　

⑥
記
録
語
法
の
変
遷
（（
四
）
の
会
話
引
用
形
式
の
変
化
、
記
録
語

法
「
須
～
、
然
而
～
」
の
減
少
）

　
　

⑦
敬
語
の
変
遷
（（
三
）
の
「
令
～
給
」「
令
～
御
」
→
「
被
成
」「
被

為
」、「
賜
・
給
（
た
ま
は
る
）」
→
「
被
下
」）

　
　

⑧
唐
名
と
異
名
の
使
用
の
減
少
（（
五
）
と
の
関
連
）

　
　

⑨
漢
文
語
法
の
使
用
の
減
少
（（
九
）
の
「
況
～
哉
」、「
豈
～
乎
」、

「
縦
雖
」
な
ど
の
減
少
）
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（
三
）
文
章
表
現
を
展
開
し
て
い
く
の
に
文
章
の
表
現
法
が
ど
う
変
わ
っ

て
い
っ
た
か
。

　
　

⑩
接
続
詞
の
減
少
（
新
た
に
一ひ
と
つ
が
き書

で
記
載
す
る
日
記
の
出
現
）。

　
　

⑪
接
続
助
詞
の
変
化
（「
間
」「
処
」
→
「
候
＋
接
続
助
詞
」〔
候
へ
ハ
、

候
へ
と
も
〕
へ
）。

　
　

⑫
矢
田
氏
が
述
べ
る
近
世
の
「
候
文
」
の
「
種
々
の
要
素
の
有
機
的

複
合
」
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
中
世
の
古
記
録
の
文
章
・
文
体
の

変
遷
を
調
査
す
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
を
古
記
録
（
記
録
体
）
の
研
究
を
行
っ
て
い
く
と
き
に

踏
ま
え
て
お
き
た
い
。
詳
細
な
検
討
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

三
　
古
記
録
（
記
録
体
）
の
言
葉
と
文
章
表
記
の

　
　
採
り
入
れ
方
と
文
章
・
文
体
に
つ
い
て

　
「
二　

室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
（
記
録
体
）
の
文
章
の
概
観

と
そ
の
変
化
の
概
要
」
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
感
じ
た
こ

と
を
基
に
し
て
古
記
録
（
記
録
体
）
の
言
葉
と
文
章
表
記
の
採
り
入
れ
方

と
文
章
・
文
体
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　

あ
る
個
人
が
日
記
を
書
く
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の
人
が
あ
る
地
位
の

仕
事
に
つ
い
て
か
ら
、
記
録
を
残
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
か
ら
と
い

う
の
が
多
い
。
平
安
か
ら
院
政
・
鎌
倉
、
室
町
と
官
位
に
つ
い
た
貴
族
が

日
記
を
付
け
る
。
そ
の
時
、
家
に
伝
わ
っ
た
先
祖
の
日
記
を
模
倣
し
た
り
、

有
名
な
日
記
の
写
し
が
家
に
あ
れ
ば
そ
れ
を
参
考
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
多
く
は
ま
ず
書
き
始
め
る
こ
と
か
ら
開
始
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
際
、
そ
の
人
の
持
つ
文
章
能
力
が
前
面
に
出
る
。
漢
文
に
関
す
る
学
識

が
あ
れ
ば
、
漢
文
の
語
法
や
漢
語
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ

の
ほ
か
、
実
際
の
宮
中
や
日
常
の
生
活
で
使
用
す
る
語
（
俗
語
も
含
め
）

や
自
分
た
ち
が
日
常
話
し
て
い
る
日
常
口
頭
語
も
採
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
典
型
的
な
の
は
、
そ
の
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
た
敬
語
表
現
の

採
り
入
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
日
常
口
頭
語
（
和
文
語
）、
漢
文
語
法

と
漢
語
（
漢
文
訓
読
語
）、
記
録
特
有
語
（
記
録
語
）
の
三
つ
が
混
ざ
り

合
っ
て
古
記
録
の
文
章
が
表
記
さ
れ
る
。
こ
う
い
う
観
点
か
ら
記
録
体
の

文
体
を
考
え
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
文
体
研
究
を
考
察
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。

　

１
、
個
人
の
記
録
の
書
き
方
に
あ
ま
り
知
見
の
な
い
頃
の
書
き
始
め
の

時
期
と
そ
の
後
、
他
の
古
記
録
の
文
章
や
自
分
の
工
夫
な
ど
を
加
え

て
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
と
で
は
文
章
表
記
が
違
う
場
合
が
あ

る
（『
後
二
條
師
通
記
』『
殿
曆
』（23
））。
初
め
か
ら
暦
記
と
日
次
記
を

並
行
し
て
書
き
意
識
的
に
書
き
分
け
る
場
合
（『
民
経
記
』（24
））
も
あ

る
。
ま
た
、
書
き
始
め
に
は
会
話
の
引
用
等
に
仮
名
を
交
え
て
い
た

の
が
後
は
漢
字
表
記
に
な
っ
て
い
く
場
合
も
あ
る
（『
台
記
』）。
用

語
の
記
述
が
変
化
す
る
場
合
も
あ
る
（『
左
経
記
』
の
「
爲
當
」（25
）と

「
將
」）。（
文
章
記
述
の
変
遷
、
前
半
と
後
半
の
文
体
・
用
語
の
違

い
）

  

２
、
個
人
に
よ
っ
て
漢
文
語
法
や
漢
語
、
日
常
口
頭
語
の
取
り
入
れ
方
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が
違
う
の
で
同
時
代
の
古
記
録
と
の
共
通
点
や
違
い
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
。（『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』『
権
記
』
の
比
較
等
）

　

３
、
家
に
伝
来
の
古
記
録
が
あ
れ
ば
、
家
の
日
記
の
系
統
と
し
て
、
何

が
引
き
継
が
れ
、
何
が
変
化
し
た
か
を
確
認
す
る
。（
家
の
系
統
別

の
調
査
、『
御
堂
関
白
記
』
の
自
筆
本
と
古
写
本（
26
）で
は
古
写
本
の

方
が
子
孫
の
学
ぶ
べ
き
文
章
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。）

　

４
、
そ
の
日
記
が
何
の
目
的
で
何
を
記
載
し
た
か
と
い
う
観
点
で
見
る

必
要
が
あ
る（
27
）。（
有
職
故
実
の
儀
式
を
記
載
す
る
日
記
や
日
常
を

記
載
す
る
日
記
、
五
山
僧
の
日
記
等
で
は
内
容
と
語
が
違
う
。）

　

５
、
書
き
手
の
学
識
や
興
味
関
心
が
日
記
に
影
響
す
る
の
で
時
代
を
区

切
っ
て
古
記
録
の
文
体
の
変
遷
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　

６
、
日
常
口
頭
語
（
和
文
語
）、
漢
文
語
法
と
漢
語
（
漢
文
訓
読
語
）、

記
録
特
有
語
（
記
録
語
）
の
三
つ
の
中
で
、
ど
れ
を
多
く
用
い
る
か

は
日
記
毎
に
違
い
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
漢
文
語
法
と
漢
語
（
漢

文
訓
読
語
）
が
少
な
く
な
る
。

　

７
、
そ
の
時
代
の
新
語
や
唐
代
・
宋
代
の
口
語
や
唐
名
・
異
名
を
取
り

入
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　

８
、
古
記
録
の
文
体
は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
、
書
き

手
に
よ
っ
て
表
現
法
が
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

古
記
録
の
文
体
の
変
遷
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
は
古
記
録
に

共
通
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
か
、
あ
る
な
ら
ど
の
時
期
ま
で

か
を
さ
ぐ
る
。

　

９
、「
候
文
」
の
矢
田
勉
（2012

）
の
「
種
々
の
要
素
の
有
機
的
複
合
」

と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
考
察
す
る
。

　

古
記
録
（
記
録
体
）
の
言
葉
と
文
章
表
記
の
採
り
入
れ
方
と
文
体
に
つ

い
て
は
、
今
感
じ
て
い
る
点
を
述
べ
た
に
と
ど
ま
る
。
今
後
の
調
査
を
加

え
、
論
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
後
考
に
俟
ち
た
い
。

四
　
室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
（
記
録
体
）

　
　
の
記
録
語
法
の
展
開

　
　

四
の
１
　「
須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、
而
（
逆
接
）
～
」

　

平
安
時
代
の
古
記
録（
記
録
体
）の
文
法
と
語
法
は
、
峰
岸
明（1986

ロ
）

で
述
べ
て
あ
る（
28
）。
室
町
中
期
以
降
に
な
る
と
記
録
語
法
に
も
変
化
が
見

ら
れ
る
。
記
録
体
特
有
の
語
法
と
し
て
堀
畑
（2007

）
で
述
べ
た
「
須
～

（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、
而
（
逆
接
）
～
」
が
あ
る（
29
）。
平
安
後
期
の
藤

原
行
成
の
『
権
記
』
か
ら
用
例
を
示
す
（『
権
記
』
の
漢
文
調
を
示
す
た

め
に
、
私
に
返
点
と
送
り
仮
名
を
付
け
て
み
た
）。

　

１　

須
す
べ
か
ら
ク

裝
二-

束
輕
服
一

可
レ

候
レ

陣
、
然し

か
れ
ど
も而

去
夕
令し
む

三

信
順
朝
臣ヲ
シ
テ

　
　

候
う
か
が
ハ

二

氣
色ヲ

於
攝
政ニ
一　

 

（
正
暦
四
年
〔
九
九
三
〕
正
月
三
日
、

史
料
纂
集
『
権
記
』
第
一
９
頁
３
行
、
藤
原
行
成
、
古
写
本
）

　

漢
文
訓
読
語
の
「
須
～（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）」
が
日
本
の
古
記
録
・

古
文
書
で
使
用
さ
れ
る
と
き
、「
須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、
而
（
逆
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接
）
～
」
と
逆
接
に
繋
が
る
の
が
大
半
で
、
そ
れ
が
平
安
・
院
政
期
の
古

記
録
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
語
法
は
平
安
・
院
政
期
の
今
昔

物
語
集
、
大
鏡
、
水
鏡
、
延
慶
本
平
家
、
古
今
著
聞
集
に
て
男
性
の
会
話

文
に
使
用
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
こ
れ
は
理
解
語
彙
の
漢
文
訓
読

語
の
中
か
ら
古
記
録
に
使
用
さ
れ
た
言
葉
が
、
当
時
の
男
性
知
識
層
の
会

話
部
分
で
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
記
録
で
使

用
さ
れ
る
漢
文
訓
読
語
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
「
須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、
而
（
逆
接
）
～
」
の
表
現
は
、

有
職
故
実
の
儀
式
や
行
事
の
場
面
で
の
違
例
を
指
摘
す
る
の
に
よ
く
使
用

さ
れ
た
語
法
で
あ
っ
た
が
、
室
町
中
期
以
降
で
は
減
少
す
る
。

　

以
下
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
古
記
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
（
以
下
「
古
記
録
Ｄ
Ｂ
」
と
略
）
で
調
査
し
た
（
二
〇
二
四
年
一

月
一
五
日
最
終
確
認
）
も
の
を
表
一
に
示
す
。

　
『
看
聞
日
記
』（
後ご

崇す

光こ
う

院い
ん

伏
見
宮
貞さ
だ

成ふ
さ

親
王
）（
応
永
二
三
年
〔
一
四

一
六
〕
～
文
安
五
年
〔
一
四
四
八
〕）
自
筆
本

　
『
建
内
記
』（
万ま
で
の里

小こ
う
じ路

時
房
）
記
録
期
間
（
応
永
二
一
年
〔
一
四
一
四
〕

～
康
正
元
年
〔
一
四
五
五
〕）
自
筆
本

　
『
薩
戒
記
』（
中
山
定
親
）
記
録
期
間
（
応
永
二
五
年
〔
一
四
一
八
〕
～

嘉
吉
三
年
〔
一
四
四
三
〕）
自
筆
本
・
古
写
本

　
『
碧
山
日
録
』（
太
極
）
記
録
期
間
（
長
禄
三
年
〔
一
四
五
九
〕
頃
～
応

仁
二
年
〔
一
四
六
八
〕）
古
写
本

「
須
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）」
の
語
法
の
語
法

看
聞
建
内
薩
戒
碧
山
上
井
言
経
梅
津

須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、
然
而
／
而
（
逆
接
）
～

０

０

18

０

０

０

０

雖
須
～
（
逆
接
）
～

１

０

３

０

０

０

０

須
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
キ
）
之
処
、（
逆
接
） 

～     　

０

３

３

０

０

０

０

須
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
キ
）
歟
（
疑
問
を
呈
す
る
）

０

０

５

０

０

０

０

須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
キ
）
也
、
失
也
（
批
判
）

０

０

１

０

０

０

０

須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
キ
）
也
、
今
日
不
然
（
批
判
）

０

０

１

０

０

０

０

須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）（
逆
接
に
繋
が
ら
な
い
）

３

７

９

12

０

０

０

表
一
　 

「
須
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）」
の
語
法
の
使
用
状
況

『
看
聞
日
記
』
の
そ
の
他
は
、
副
詞
「
須
臾
」

や
名
詞
「
鳥
多
須
幾
」、
人
名
「
那
須
与
一
」

等
。『
建
内
記
』
の
そ
の
他
は
、
名
詞
「
鳥

多
須
幾
」「
阿
須
嘉
社
」
人
名
須
田
、
送
り

仮
名
の
小
書
き
の
「
須
」。『
薩
戒
記
』
の
そ

の
他
は
、
須
臾
や
送
り
仮
名
の
小
書
き
「
聞

食
〔
須
〕」、
仮
名
「
古
保
須
止
」、
名
詞
「
鳥

多
須
幾
」、
地
名
「
多
々
須
河
原
」
等
が
あ
る
。

『
碧
山
』
の
逆
接
に
繋
が
ら
な
い
12
例
に
は

存
疑
例
「
須
力
多
」
と
「
須
憲
章
」
は
入
れ

て
い
な
い
。
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『
上
井
覚
兼
日
記
』
記
録
期
間
（
天
正
二
年
〔
一
五
七
四
〕
～
天
正
一

四
年
〔
一
五
八
六
〕）
自
筆
本

　
『
言と
き

経つ
ね

卿
記
』（
山
科
言
経
）
古
記
録
Ｄ
Ｂ
掲
示
期
間
（
天
正
四
年
〔
一

五
七
六
〕
～
慶
長
二
年
〔
一
五
九
七
〕
の
七
巻
分
）
自
筆
本

　
『
梅
津
政
景
日
記
』古
記
録
Ｄ
Ｂ
掲
示
期
間（
慶
長
一
七
年〔
一
六
一
二
〕

～
寛
永
十
年
〔
一
六
三
三
〕）
自
筆
本

　
『
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
』
古
記
録
Ｄ
Ｂ
掲
示
期
間
（
寛
延
三
年
〔
一

七
五
〇
〕
～
宝
暦
十
三
年
〔
一
七
六
三
〕）
自
筆
本

 　

室
町
中
期
の
中
で
も
有
職
故
実
の
儀
式
の
状
況
を
し
っ
か
り
記
述
す

る
『
薩
戒
記
』
に
は
、「
須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、
而
（
逆
接
）
～
」

が
多
く
見
え
る
が
、『
看
聞
』
や
『
建
内
記
』
に
は
そ
れ
が
少
な
い
。
室

町
中
期
で
も
『
碧
山
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
室
町
後
期
の
鹿
児
島
の
『
上

井
』、
室
町
後
期
の
京
都
の
『
言
経
』
六
巻
、
江
戸
初
期
の
秋
田
の
『
梅

津
』
に
は
「
須
」
は
人
名
・
地
名
の
み
で
「
須
～
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）、

而
（
逆
接
）
～
」
等
は
使
用
さ
れ
な
い
。
記
述
内
容
で
有
職
故
実
の
儀
式

を
記
述
し
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
須
（
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
）」
も
使
用

し
て
い
な
い
。

　
　

四
の
２
　「
以
（
人
）
～
令
（
動
詞
）」
か
ら
「
以
（
人
）
～
動
詞
」

　
　
　
　
　
　
へ
と
「
令
」
の
変
化

　

平
安
期
の
『
御
堂
関
白
記
』（
岩
波
『
大
日
本
古
記
録
』）
に
次
の
「
以

（
人
）
令
（
動
詞
）」
の
例
が
あ
る
。

　

①　

召
大
外
記
善
言
、
季
御
讀
経
有
觸
穢
内
例
并
延
引
例
令
勘
申
、
觸

穢
内
不
冝
例
・
延
引
例
多
、
依
之
以
道
方
朝
臣
令
奏
事
由
、
可
延
由

有
仰
、
仍
延
引
、 

（
長
保
元
年
〔
九
九
九
〕
九
月
十
八
日
）
自
筆
本

（
巻
一
32
頁
９
、
10
行
）

　

こ
れ
は「
以（
人
）～
令（
動
詞
）」と
い
う
記
録
体
の
使
役
構
文
で
あ
る
。

な
お
、
記
録
体
に
は
漢
文
表
記
の
「
令
（
人
）
＋
動
詞
」
と
い
う
使
役
構

文
も
あ
り
、
漢
文
表
記
の
使
役
文
を
好
む
古
記
録
に
は
そ
の
表
記
が
多
い

も
の
も
あ
る
。
今
は
そ
れ
は
省
く
。
平
安
期
の
古
記
録
の
中
で
は
、「
以

（
人
）
～
令
（
動
詞
）」
構
文
が
増
加
す
る
。
こ
れ
は
、
自
分
（
こ
こ
は
道

長
）
や
自
分
よ
り
身
分
の
下
の
者
が
誰
か
を
何
か
さ
せ
る
と
い
う
使
役
構

文
で
あ
る
。
尚
、『
御
堂
関
白
記
』
に
は
、「
以
（
人
）
動
詞
」
と
「
令
」

を
付
け
な
い
例
文
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
持
つ
傾
向

で
あ
ろ
う
。
同
時
期
の
『
小
右
記
』『
権
記
』
で
は
「
以
（
人
）
～
令
（
動

詞
）」
が
主
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
語
が
身
分
の
高
い
人
の
場
合
は
、
こ

れ
が
次
の
よ
う
に
「
以
（
人
）
～
被
（
動
詞
）（30
）」
と
な
る
。

　

②　

内
御
讀
経
、
依
有
勞
所
、
申
障
不
參
、
以
卌
二
口
僧
、
於
清
凉
殿

被
修
不
断
、 

（
寛
弘
元
年
〔
一
〇
〇
四
〕
五
月
十
七
日
）
自
筆
本

（
巻
一
89
頁
６
行
）

　

こ
の
「
以
（
人
）
～
被
（
動
詞
）」
構
文
も
使
役
構
文
の
変
容
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
平
安
期
か
ら
使
用
さ
れ
る
。
室
町
中
期
の
『
看
聞
日
記
』

（
図
書
寮
叢
刊
）
で
も
、
次
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
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③　

源
宰
相
参
、
長
階
局
有
被
仰
事
、
其
御
返
事
為
申
参
、
此
事
御
所

様
御
老
病
之
間
、
始
終
御
領
等
安
堵
事
、
去
春
以
永
基
仙
洞
へ

被
申
了
、

然
而
無
御
返
事
、（
後
略
）

（
応
永
二
十
三
年
〔
一
四
一
六
〕
六
月
二
四
日
）（
一
、
42
頁
13
行
）

　

一
方
、「
以
（
人
）
～
令
（
動
詞
）」
構
文
の
方
は
減
少
し
、「
以
（
人
）

～
動
詞
」
が
増
加
す
る
。

　

④　

菊
第
以
状
申
、
予
四
絃
事
、
仙
洞
へ
以
長
遠
卿
申
入
之
処
、
御
返

事
有
御
思
案
可
被
仰
云
々
、

（
応
永
二
十
四
年
〔
一
四
一
七
〕
三
月
十
七
日
）（
一
、
112
頁
８
行
）

　

⑤　

前
宰
相
退
出
、
勾
当
ニ
仙
洞
御
返
事
、
畏
入
之
由
申
、
随
而
安
堵
事
、

委
細
以
宰
相
申
遣
之
、

（
応
永
二
十
四
年
〔
一
四
一
七
〕
四
月
十
三
日
）（
一
、
120
頁
９
行
）

  

こ
れ
は
「
令
」
が
変
化
し
た
た
め
で
あ
る
。『
看
聞
日
記
』
に
は
、
一

人
称
に
つ
く
⑥
⑦
の
例
や
三
人
称
で
も
⑧
の
よ
う
に
自
分
の
側
の
者
や
身

分
が
低
い
者
に
「
令
」
が
付
く
例
が
多
く
な
る
。

　

⑥　

夜
光
台
寺
ニ
参
、
涅
槃
講
令
聴
聞
、

（
応
永
二
十
三
年
〔
一
四
一
六
〕
二
月
十
五
日
）（
一
、
10
頁
１
行
）

　

⑦　

今
春
御
楽
始
也
、
御
楽
了
有
盃
酌
、
夜
召
源
宰
相
、
予
音
曲
令
稽

古
、
催
馬
楽
・
朗
詠
・
早
歌
等
、
至
深
更
詠
之
、
且
依
仰
也
、

（
応
永
二
十
三
年
〔
一
四
一
六
〕
二
月
十
九
日
）（
一
、
10
頁
13
行
）

　

⑧　

長
政
〈
重
有
朝
臣
青
侍
、〉
令
出
家
、〈
法
名
行
光
、〉
雖
無
指
題
目
、

弥
老
体
遂
出
家
了
、（
応
永
二
十
三
年
〔
一
四
一
六
〕
二
月
二
四
日
）

（
一
、
11
頁
７
行
）

　
「
令
」
に
つ
い
て
は
、
森
野
宗
明
（1963

）
並
び
に
、
来
田
隆
（1989

）

他
多
く
の
論
稿
が
あ
る（
31
）。
こ
れ
ま
で
こ
の
種
の
「
令
」
に
つ
い
て
は
森

野
宗
明
（1963

）、
来
田
隆
（1989

）
に
従
っ
て
、「
被
支
配
待
遇
的
表
現

の
「
令
」」
と
解
し
て
い
た
。
来
田
論
文
に
よ
れ
ば
、
被
支
配
待
遇
的
表

現
の
「
令
」
に
は
、「（
一
）
被
動
、（
二
）
許
容
依
頼
、（
三
）
恣
意
」
の

三
種
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
一
年
三
月
に
、
新
た
に
永

澤
済
（2021

）
が
示
さ
れ
た
。
永
澤
論
文
で
は
、
鎌
倉
期
の
古
文
書
で
の

非
使
役
の
「
令
」
の
機
能
は
、「
非
使
役
「
令
」
の
使
用
は
任
意
で
、
そ

の
有
無
は
文
意
に
影
響
し
な
い
が
、
後
続
語
の
動
詞
マ
ー
カ
ー
あ
る
い
は

動
詞
化
の
機
能
を
持
つ
。
和
化
漢
文
で
和
語
の
軽
動
詞
「
す
る
」
の
代
替

と
し
て
多
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
す
る
。
永
澤
済
氏
の
検
討
は

鎌
倉
期
（
一
部
室
町
期
も
あ
る
が
）
が
主
で
あ
る
。
今
回
扱
っ
て
い
る
室

町
中
期
や
後
期
の
古
記
録
の
用
例
が
一
人
称
に
つ
い
た
り
三
人
称
で
も
自

分
の
側
の
者
や
身
分
が
低
い
者
に
「
令
」
が
付
く
例
が
多
く
な
る
よ
う
に

見
え
る
。「
令
」
の
用
法
に
語
用
論
的
変
化
が
な
か
っ
た
か
、
室
町
中
期

以
降
の
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
も
今
後
の
検
討
を
俟
ち
た
い
。

　

尚
、
室
町
後
期
鹿
児
島
の
『
上
井
』、
室
町
後
期
京
都
の
『
言
経
』、
江

戸
初
期
秋
田
の
『
梅
津
』、
江
戸
中
期
京
都
の
『
広
橋
』
に
お
け
る
「
令
」
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と
「
さ
せ
」
の
使
用
状
況
は
表
二
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

室
町
後
期
鹿
児
島
の
『
上
井
』
に
は
37
例
の
「
令
」
が
あ
る
が
、
そ
の

内
訳
は
一
人
称
の
主
語
が
31
例
で
「
令
存
18
」「
令
申
５
」「
令
啓
４
」「
令

頂
戴
２
」「
令
祝
着
１
」「
令
披
見
１
」「
令
呈
進
１
」。
三
人
称
が
「
各
令

申
候
」「（
土
持
殿
）
令
承
知
由
」「
右
之
衆
令
下
着
候
」「
令
天
下
一
統
静

謐
」
各
１
で
あ
る
。
使
役
と
思
わ
れ
る
の
は
、
高
札
に
記
さ
れ
た
禁
制
の

「
右
条
々
堅
令
停
止
畢
」（
天
正
十
二
〔
一
五
八
四
〕
年
九
月
八
日
）
の
１

例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
で
平
仮
名
の
使
役
「
さ
せ
」
を
多
用
し

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
江
戸
初
期
秋
田
の
『
梅
津
』
で
は
更
に
進
展
し
て

い
る
。『
梅
津
』
で
は
一
人
称
が
「
令
用
捨
１
」
と
他
人
の
書
状
で
冒
頭

の
「
令
啓
上
候
２
」
の
計
３
例
で
あ
る
。『
言
経
』
は
京
都
の
古
記
録
の

傾
向
を
受
け
継
ぎ
「
令
」
を
使
用
す
る
が
、
そ
の
内
実
は
一
人
称
に
つ
い

た
り
三
人
称
で
も
自
分
の
側
の
者
や
身
分
が
低
い
者
に
「
令
」
が
付
く
例

が
多
く
な
る
。
平
仮
名
表
記
の
「
さ
せ
」
は
４
例
と
少
な
い
。
古
記
録
の

中
で
「
令
」
の
性
格
が
変
わ
り
、「
令
」
で
使
役
を
表
現
し
に
く
く
な
っ

た
の
で
『
上
井
』『
梅
津
』
で
は
使
役
は
平
仮
名
の
「
さ
せ
」
を
採
用
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
親
代
々
の
日
記
を
持
ち
、
子
孫
に
も
継
承
す
る
責
務
の

あ
る
『
言
経
』
で
は
古
記
録
の
伝
統
的
な
「
令
」
表
記
を
採
用
し
た
が
、

そ
の
内
実
は
一
人
称
に
つ
い
た
り
三
人
称
で
も
自
分
の
側
の
者
や
身
分

が
低
い
者
に
「
令
」
を
付
け
る
用
法
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

『
言
経
』『
廣
橋
』
の
検
討
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

　
　
四
の
３
　「
被
成
（
ナ
サ
ル
）」「
被
為
（〈
サ
〉
セ
ラ
ル
）」

　
　
　
　
　
　「
被
下
（
ク
ダ
サ
ル
）」

　

敬
語
の
「
被
成（
32
）（
ナ
サ
ル
）」
は
古
記
録
・
古
文
書
の
使
用
か
ら
定
着

し
、
後
に
室
町
末
期
に
最
高
敬
語
に
な
る
。
文
章
語
で
あ
る
古
記
録
の
言

葉
が
改
ま
っ
た
場
面
で
の
敬
語
に
使
用
さ
れ
て
口
頭
語
化
す
る
。
こ
れ
は

現
代
の
「
ナ
サ
ル
」
に
繋
が
り
、
九
州
方
言
で
は
「
ナ
ハ
ル
」
に
な
っ
て

い
る
。「（
サ
）
セ
ラ
ル
」
に
つ
い
て
も
、「
以
～
被
～
」
構
文
か
ら
「（
サ
）

セ
ラ
ル
」
が
生
じ
て
「
使
役
＋
尊
敬
」
の
用
法
が
で
き
、
そ
の
後
、
室
町

　

時
代   

Ｄ
Ｂ
記
録
年
数

地
域
・
文
献
・
筆
者

漢
字
表
記
「
令
」・
数

平
仮
名
表
記
「
さ
せ
」・
数

室
町
後
期
（
一
五
七
四
～
一
五
八
六
）

 

鹿
児
島
『
上
井
覚
兼
』
「
令
」　
　
　

３
７
例

使
役
「
さ
せ
」　

３
０
７
例

室
町
後
期
（
一
五
七
六
～
一
五
八
二
）

 

京
都
『
言
経
卿
記
』

「
令
」　

１
２
４
６
例

使
役
「
さ
せ
」　　
　

４
例

江
戸
初
期
（
一
六
一
二
～
一
六
三
三
）

 

秋
田
『
梅
津
政
景
』

「
令
」　
　
　
　

３
例

使
役
「
さ
せ
」　

３
８
９
例

江
戸
中
期
（
一
七
五
〇
～
一
七
七
六
）

 

京
都
『
広
橋
兼
胤
』

「
令
」　
　

２
７
７
例

使
役
「
さ
せ
」　　
　

７
例

表
二
　
漢
字
表
記
「
令
」
と
仮
名
書
き
表
記
「
さ
せ
」
の
使
用
状
況



－ 15 －

後
期
に
最
高
敬
語
の
「（
サ
）
セ
ラ
ル
」
が
成
立
し
た（
33
）。
古
記
録
・
古

文
書
で
は
「
被
為
（〈
サ
〉
セ
ラ
ル
）」
の
形
で
み
え
る
。
こ
れ
は
現
在
の

九
州
方
言「
さ
っ
し
ゃ
る
」に
繋
が
る
。
現
在
「
サ
ッ
シ
ャ
ル
」は
福
岡
・

佐
賀
辺
り
で
も
使
用
さ
れ
、「
ナ
ハ
ル
」
は
熊
本
で
も
使
用
さ
れ
る
。
時

代
的
に
は
「
ナ
サ
ル
」
が
先
に
最
高
敬
語
に
な
り
、
そ
の
後
「（
サ
）
セ

ラ
ル
」
が
最
高
敬
語
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
被
下（
34
）（
ク
ダ
サ
ル
）」

も
古
記
録
・
古
文
書
か
ら
口
頭
語
に
進
出
し
た
語
で
あ
る
。

　

文
章
語
で
あ
る
古
記
録
・
古
文
書
に
見
ら
れ
た
敬
語
の
「
被
成
（
ナ
サ

ル
）」「
被
為
（〈
サ
〉
セ
ラ
ル
）」「
被
下
（
ク
ダ
サ
ル
）」
が
口
頭
語
に
進

出
す
る
の
は
、
相
手
に
丁
重
に
依
頼
や
お
願
い
を
す
る
時
に
は
丁
重
な
物

言
い
の
文
書
語
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
資
料
的
に
も
、
古
記

録
・
古
文
書
の
中
で
消
息
文
の
引
用
や
紙
背
文
書
（
消
息
）
に
多
く
出
て

く
る
。
次
が
依
頼
や
願
い
の
古
文
書
、
そ
し
て
儀
式
や
日
常
を
書
く
古
記

録
の
順
で
あ
る
。
こ
の
三
分
類
で
調
査
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
尚
、
古
記

録
Ｄ
Ｂ
で
室
町
後
期
の
鹿
児
島
武
士
『
上
井
』、
室
町
後
期
の
京
都
公
卿

『
言
経
』、
江
戸
初
期
の
秋
田
武
士
『
梅
津
』
を
調
査
す
る
と
次
の
表
三
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
被
成
」「
な
さ
る
」
が
優
勢
で
、「
被
為
」「（
さ
）

せ
ら
る
」
が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
見
え
る
。『
言
経
』
に
共
に
例
が
少

な
い
の
は
、
記
事
内
容
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
か
。

　

辻
村
敏
樹
氏
に
、
東
京
語
の
「
お
～
に
な
る
」
の
成
立（
35
）に
つ
い
て
、

江
戸
後
期
の
武
士
の
記
録
に
見
え
る
「
御
吟
味
に
相
成
」
等
を
「
お
～
に

な
る
」
と
直
接
に
は
結
び
つ
け
が
た
い
が
、
主
格
の
移
行
に
よ
っ
て
一
つ

の
尊
敬
表
現
に
転
じ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
と
指
摘
す
る
論
考
が
あ
る
。

辻
村
氏
は
文
章
語
か
ら
口
頭
語
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
躊
躇
さ
れ
て
い
る
が
、

江
戸
語
の
敬
語
等
の
研
究
に
も
江
戸
期
の
古
記
録
・
古
文
書
は
有
益
で
あ

ろ
う
。

 

文
献
名

 

Ｄ
Ｂ
記
録
年
数

被
成

 
な
さ
る

  

被
為

（
さ
）
せ
ら
る

『
上
井
覚
兼
』
（
一
五
七
四
～
一
五
八
六
）

１
１
３
０
例

１
３
５
例

１
例

　

 

３
３
５
例

『
言
経
卿
記
』
（
一
五
七
六
～
一
五
八
二
）

１
６
例

１
例

０
例

　

 　
　

１
例

『
梅
津
政
景
』
（
一
六
一
二
～
一
六
三
三
）

３
１
０
２
例

１
３
例

１
４
２
例

　

 　

４
３
例

『
広
橋
兼
胤
』
（
一
七
五
〇
～
一
七
七
六
）

１
０
８
例

１
例

１
８
８
例

　

 　
　

２
例

表
三
　「
被
成
（
ナ
サ
ル
）」「
な
さ
る
」「（
さ
）
せ
ら
る
」「
被
為
（〈
サ
〉
セ
ラ
ル
）」
の
使
用
状
況
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五
　
唐
代
口
語
・
宋
代
口
語
や
五
山
文
学
用
語
の

　
　
採
り
入
れ

  

唐
代
口
語
出
自
の
語
は
平
安
期
か
ら
院
政
・
鎌
倉
期
ま
で
は
古
記
録
に

記
載
さ
れ
て
い
る
。
中
に
は
現
代
ま
で
伝
わ
る
「
子
細
、
向
後
（
き
ゃ
う

こ
う
・
か
う
ご
）
等
」
も
あ
る
が
、
室
町
期
は
徐
々
に
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
大
局
的
に
見
た
と
き
に
、
平
安
中
期
・
後
期
は
唐
代
口
語
を
採
り
入

れ
つ
つ
古
記
録
の
文
体
を
形
成
し
て
い
っ
た
と
い
え
る
が
、
八
九
四
年
遣

唐
使
が
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
日
宋
貿
易
が
再
開
す
る
ま
で
中
国
の
新
語
は

入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
日
宋
貿
易
が
再
開
し
て
院
政
期
後
半
や

鎌
倉
期
に
な
る
と
新
し
い
中
国
口
語
の
影
響
が
見
え
て
く
る
。

  

院
政
・
鎌
倉
期
に
見
え
る
「
得
境（
36
）」
は
宋
代
口
語
の
例
で
あ
る
。
室

町
後
期
に
見
え
る
「
生
害
」
は
宋
代
口
語
と
し
て
入
っ
た
「
生
涯
」（「
生

計
」「
財
産
」
の
意
味
を
表
す
、
古
い
意
味
の
「
一
生
涯
」
と
は
違
う
）
が
、

日
本
の
古
記
録
の
中
で
「
失
生
涯（
37
）」
と
い
う
熟
語
を
作
り
、「
所
領
・

地
位
・
資
格
（
を
失
う
）」
と
い
う
意
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
「
生
涯
」

単
独
で
「
所
領
・
地
位
・
資
格
を
失
う
」
の
意
に
な
り
、
そ
の
後
、「
そ

の
人
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
も
の
を
失
う
」
の
意
に
な
り
、「
命
を
失
う
」

（
自
動
詞
）、「
命
を
奪
う
」（
他
動
詞
）
と
使
用
さ
れ
て
、
表
記
も
十
六
世

紀
頃
に
は
「
生
害（
38
）」
に
変
化
し
た
。
こ
う
し
て
中
国
の
宋
代
、
明
代
の

言
葉
が
日
本
の
鎌
倉
期
や
室
町
期
の
記
録
体
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
が
、
そ
の
他
の
宋
代
口
語
に
関
し
て
は
、
未
だ
調

査
不
足
で
あ
る
。

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
古
記
録
Ｄ
Ｂ
に
『
碧
山
日
録
』
が
掲
載
さ
れ

た
の
で
急
遽
、
市
木
武
雄
編
『
五
山
文
学
用
語
辞
典
』（
八
木
書
店
、
二

〇
〇
二
年
六
月
）
の
掲
載
語
を
古
記
録
Ｄ
Ｂ
で
検
索
し
て
み
る
と
『
碧
山

日
録
』
だ
け
に
出
て
く
る
語
が
多
く
見
え
る
。
詳
細
は
後
考
に
俟
つ
と
し

て
、
そ
の
一
部
を
示
す
。

①
営
弁
（
エ
イ
ベ
ン
）

　
『
五
山
文
学
用
語
辞
典
』
に
は
「
い
と
な
み
、
処
理
す
る
。
と
り
お
こ

な
う
。〔
万
里
集
九
・
梅
花
無
尽
蔵
・
四
80
〕
天
府
老
人
、
値
二

香

月
翁
月
甫
桂
公
外
記
忌
斎
之
辰
一

、
…
…
営
二-

弁
仏
事
一

。」

　
『
日
国
大
』
に
は
「〘
名
〙
請
け
負
う
こ
と
。
い
と
な
み
処
理
す
る
こ
と
。

転
じ
て
、
法
会
な
ど
の
費
用
を
ま
か
な
う
こ
と
。
＊
空
華
日
用
工

夫
略
集ｰ

至
徳
二
年
（1385

）
正
月
二
二
日
「
赴
二

鹿
苑
府
君
誕
辰

斎
一

、
建
仁
相
山
営
辨
」
＊
蔭
凉
軒
日
録ｰ

文
明
一
八
年
（1486

）

一
二
月
一
〇
日
「
来
年
御
逆
修
以
二

三
万
匹
一

可
レ

被
二

営
辨
一

」
＊
南

斉
書
（
例
略
）」

　
『
碧
山
日
録
』
の
例
（
そ
の
他
に
「
詩
」
と
「
法
語
」
に
１
例
の
計
４
例
。）

　

１　

就
靈
芝
精
舎
營
辨
法
事
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
禄
三
年
〔
一
四
五
九
〕
十
二
月
五
日

大
日
本
古
記
録
上
巻
84
頁
７
行
）

　

２　

就
於
邦
春
院
營
辨
法
供
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
禄
三
年
〔
一
四
五
九
〕
十
二
月
十
二
日

大
日
本
古
記
録
上
巻
85
頁
６
行
）
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②
海
西
（
カ
イ
セ
イ
）

　
『
五
山
文
学
用
語
辞
典
』に
は「（
一
）西
海
の
国
。
太
秦（
ロ
ー
マ
帝
国
）

を
い
う
。（
例
略
）。（
二
）
西
域
の
諸
国
を
い
う
。（
例
略
）。（
三
）

（
国
）
①
海
の
西
方
。
②
特
に
、九
州
を
さ
す
。〔
中
華
若
木
詩
抄
・

中
・
東
沼
周
巌
・
為
朝
大
箭
賛
〕
扶
桑
猿
臂
旧
将
軍
、
神
箭
当
時

幾
策
勲
。
今
挂
二

高
掌
一

回
レ

首
看
、
雁
驚
不
レ

度
海
西
雲
。〈
注
〉
海

西
ト
ハ
、
鎮
西
ヲ
指
ス
。」

　
『
日
国
大
』
に
は
「〘
名
〙
海
の
か
な
た
の
西
方
。
ま
た
、
そ
の
あ
た
り

の
国
。
特
に
、
日
本
の
西
国
。
＊
高
野
本
平
家
（
13
ｃ
前
）
七
・

木
曾
山
門
牒
状
「
法
皇
を
城
南
の
離
宮
に
遷
し
奉
り
、
博
陸
を
海

西
の
絶
域
に
流
し
奉
る
」
＊
松
井
本
太
平
記
（
14
ｃ
後
）
一
七
・

聖
主
還
幸
事
「
忝
も
綸
言
を
蒙
て
関
東
の
大
敵
を
数
日
の
中
に
亡

し
、
海
西
の
震
襟
を
三
年
の
間
に
休
め
進
（
ま
い
ら
）
せ
候
し
事
、

恐
く
は
上
古
の
忠
臣
も
類
少
く
」
＊
中
華
若
木
詩
抄
（1520

頃
）

中
「
海
西
と
は
鎮
西
を
指
す
」
＊
随
筆
・
文
会
雑
記
（1782

）
三
・

下
「
滝
彌
八
は
、
長
門
の
大
夫
毛
利
筑
後
の
家
臣
な
り
。
海
西
第

一
の
才
と
春
台
称
せ
ら
れ
た
り
」
＊
後
漢
書ｰ

西
南
夷
伝
・
哀
牢
夷

（
例
略
）」

　
『
碧
山
日
録
』
に
は
「
海
西
」
は
３
例
み
え
る
。
尚
祐
の
「
偈
」
と
「
頌
」

に
各
１
例
（
同
文
ー
意
味
は
未
詳
）、「
贊
」
に
１
例
見
え
る
。
詩
文
語
で

あ
ろ
う
か
。「
九
州
」
の
意
の
「
天
神
贊
」
を
引
用
す
る
。

　

３　

延
喜
帝
之
御
宸
也
、
藤
氏
當
軸
、
公
是
以
忤
旨
、
不
容
、
左
遷
海

西
之
日
、
憤
激
至
甚
、（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
仁
二
年
〔
一
四
六
八
〕
四
月
八
日

大
日
本
古
記
録
下
巻
58
頁
10
行
）

③
火
浴
（
カ
〔
ク
ヮ
〕
ヨ
ク
）

（『
時
代
別　

国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
』
に
記
載
あ
り
）

　
『
五
山
文
学
用
語
辞
典
』
に
は
「
火
葬
に
す
る
。
火
葬
。〔
夢
巌
祖
応
・

早
霖
集
・
虎
関
和
尚
行
状
・
文
〕
火
浴
罷
、
舎
利
粲
然
、
門
徒
収
レ

之
、
塔
二

于
海
蔵
一

。」〔
清
・
黄
宗
羲
・
清
化
唯
岑
隠
禅
師
塔
銘
・

文
〕
且
従
容
約
誓
。
火
浴
之
後
、
揚
二

灰
湖
水
一

。」『
日
国
大
』『
角

川
古
語
』
に
は
な
し
。

　

４　

明
昌
之
母
火
浴
於
南
郊
、
予
以
明
昌
之
命
請
徴
首
座
、
以
念
誦
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
禄
三
年
〔
一
四
五
九
〕
八
月
二
九
日

大
日
本
古
記
録
上
巻
61
頁
８
行
）

　

５　

一
朝
戢
化
、
火
浴
之
後
、
念
珠
不
燼
、
愈
堅
如
鐵
、
骨
灰
盡
爲
五

色
設
利
、　　
　
　

（
応
仁
二
年
〔
一
四
六
八
〕
三
月
二
七
日

大
日
本
古
記
録
下
巻
54
頁
11
行
）

④
関
左
（
カ
ン
（
ク
ワ
ン
）
サ
）

　
『
五
山
文
学
用
語
辞
典
』
に
は
「（
一
）
中
国
で
は
関
東
（
函
谷
関
以
東

の
河
南
、
山
東
地
方
）、（
中
略
）、（
二
）（
国
）
五
山
文
学
時
代
、

関
東
、
特
に
鎌
倉
を
さ
し
て
い
う
。〔
万
里
集
九
・
梅
花
無
尽
蔵
・

二
124
・
送
二

起
雲
丈
人
一

并
叙
・
文
〕
日
州
之
起
雲
老
人
、
負
二

笈

於
関
左
一

、
十
有
余
霜
。（
略
）。〔
万
里
集
九
・
梅
花
無
尽
蔵
・
二

181
・
梅
野
軸
・
詩
・
後
注
〕
関
左
巨
福
・
瑞
鹿
、
以
二

此
篇
一

為
二

吟

声
一

。」
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『
日
国
大
』
に
は
「（
南
に
向
け
ば
東
は
左
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
）「
か

ん
と
う
（
関
東
㊀
）」『
日
国
大
』
同
じ
。
＊
空
華
日
用
工
夫
略
集

－

応
安
三
年
（1370

）
九
月
二
日
「
関
左
之
一
路
、
残
破
者
多
矣
」

＊
上
杉
家
文
書－

天
正
一
四
年
（1586

）
九
月
二
五
日
・
石
田
三
成

増
田
長
盛
連
署
副
状
（
大
日
本
古
文
書
二
・
八
一
六
）「
関
左
并
伊

達
、
会
津
辺
御
取
次
之
儀
付
而
、（
略
）」、＊
俳
諧
・
寂
砂
子
（1824

）

（
例
略
）、
＊
水
流
雲
在
楼
集
（1854

）（
例
略
）、
＊
日
本
開
化
小

史
（1877-82

）（
例
略
）、
＊
北
史
（
例
略
）」

　

６　

予
視
時
事
、
有
其
数
違
順
者
五
也
、
一
曰
、（
中
略
）、
三
曰
、
関

左
持（
足
利
）氏

之
餘（
足
利
成
氏
）

孼
未
除
、
戎
馬
紛
紜
、
雖
官
軍
討
之
、
敵
勢
愈
張
、
且

以
咀
術
向
我
、
其
妖
勝
善
之
謂
乎
、（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
禄
三
年
〔
一
四
五
九
〕
九
月
十
日

大
日
本
古
記
録
上
巻
65
頁
12
行
）

　

尚
、
こ
の
四
語
は
『
日
国
大
』
で
は
収
録
す
る
古
辞
書
の
記
載
が
な
い
。

六
　
漢
文
訓
読
語
の
摂
取
状
況

  

漢
文
訓
読
の
語
法
に
関
し
て
は
、
読
み
取
り
専
用
で
理
解
語
彙
で
あ
る

漢
文
訓
読
語
法
の
う
ち
、
知
識
人
階
層
の
貴
族
や
僧
侶
が
自
分
達
の
文
章

表
記
に
使
っ
た
文
章
語
と
し
て
の
漢
文
訓
読
の
語
法
や
知
識
人
達
が
自
分

「
豈
（
あ
に
）」

数

語
法
の
内
訳

室
町
中
期 

京
都 『
看
聞
日
記
』

１

豈
～
乎
１

室
町
中
期 

京
都 『
建
内
記
』

10

豈
～
乎
４
／
豈
～
哉
６

室
町
中
期 

京
都 『
薩
戒
記
』

２

豈
～
乎
２

室
町
中
期 

京
都 

『
碧
山
日
録
』

62

豈
～
乎
31
／
豈
～
哉
11
／
豈
～
耶
７
／
豈
～
邪
２
／
豈
～
ン
ヤ
２
／
豈
～
９

室
町
後
期 

鹿
児
島
『
上
井
覚
兼
』

１

豈
～
ん
や
１

室
町
後
期 

京
都 『
言
経
卿
記
』

０

江
戸
初
期 

秋
田 『
梅
津
政
景
』

０

江
戸
中
期 

京
都 『
広
橋
兼
胤
』

０

表
四
　「
豈
（
あ
に
）」
の
使
用
状
況
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達
の
口
頭
語
と
し
て
使
用
し
た
漢
文
訓
読
語
が
、
古
記
録
の
文
章
や
会
話

描
写
の
文
章
の
中
に
出
て
く
る
。
い
わ
ば
、
漢
文
訓
読
語
法
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
一
部
の
漢
文
訓
読
語
法
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
安
～
鎌
倉
期
に
使

用
さ
れ
た
そ
の
漢
文
訓
読
語
法
が
、
室
町
中
期
に
な
る
と
変
容
し
て
使
用

さ
れ
る
か
、
ま
た
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、『
碧
山
日
録
』

で
は
そ
の
様
相
が
違
っ
て
い
る
。
今
、
漢
文
訓
読
語
法
の
中
か
ら
「
豈

（
あ
に
）」（
表
四
）
と
「
況
（
い
わ
ん
や
）」（
表
五
）
を
例
に
示
す
。

　
「
豈
（
あ
に
）」
に
関
し
て
は
、
室
町
中
期
の
古
記
録
に
使
用
が
少
な
い

中
、『
碧
山
』
の
使
用
例
の
多
さ
が
目
立
つ
。
用
法
も
漢
文
調
で
あ
る
。

　
「
況
（
い
わ
ん
や
）」
に
つ
い
て
は
、
室
町
中
期
は
『
建
内
』『
薩
戒
』

に
も
使
用
例
が
あ
る
程
度
見
え
る
。
と
も
に
『
碧
山
』
二
巻
の
分
量
か
ら

す
る
と
『
碧
山
』
の
使
用
数
が
多
い
。『
上
井
』
９
例
も
『
言
経
』
０
例

『
梅
津
』
１
例
『
広
橋
』
１
例
に
比
べ
て
使
用
が
多
い
。『
碧
山
』
は
、
記

録
者
の
五
山
僧
太
極
が
漢
文
の
学
識
を
取
り
入
れ
、
日
記
を
記
載
し
て
い

「
況
（
い
わ
ん
や
）」

 
数

語
法
の
内
訳

室
町
中
期
京
都
『
看
聞
日
記
』

４

況
於
～
哉
２
／
況
～
也
１
／
況
～
１

室
町
中
期
京
都
『
建
内
記
』

23

何
況
～
也
10
／
何
況
～
哉
４
／
何
況
於
～
哉
１
／
何
況
～
３
／
何
況
～
歟
１
／

何
況
～
乎
１
／
況
於
～
哉
１
／
況
～
哉
１
／
況
～
矣
１

室
町
中
期
京
都
『
薩
戒
記
』

26

況
於
～
哉
６
／
況
～
哉
２
／
況
於
～
乎
６
／
況
～
乎
１
／
況
～
６
／

況
於
～
者
～
３
／
況
～
也
２

室
町
中
期
京
都
『
碧
山
日
録
』

31

況
～
乎
９
／
況
～
８
／
況
～
也
４
／
況
～
哉
２
／
況
～
耶
２
／
況
～
矣
１
／

況
～
者
２
／
何
況
～
乎
２
／
何
況
～
１
／　
　

人
名
況
知
客
２
（
除
く
）

室
町
後
期
鹿
児
島
『
上
井
覚
兼
』

９

況
～
３
／
況
～
ハ
ゝ
１
／
況
～
哉
１
／
況
や
～
や
１
、
況
～
候
１
／

況
～
上
は
１
／
況
～
故
１

室
町
後
期
京
都
『
言
経
卿
記
』

０

江
戸
初
期
秋
田
『
梅
津
政
景
』

１

い
わ
ん
や
～
１

江
戸
中
期
京
都
『
広
橋
兼
胤
』

１

況
～
歟
１

表
五
　「
況
（
い
わ
ん
や
）」
の
使
用
状
況
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る
の
が
見
え
る
。
禅
宗
関
係
の
古
記
録
は
公
家
や
武
士
の
も
の
と
は
様
相

を
異
に
す
る
よ
う
で
今
後
の
検
討
が
俟
た
れ
る
。

七
　『
上
井
覚
兼
日
記
』
の
記
録
語
と
一
六
世
紀
の

　
　
九
州
の
古
文
書
に
見
ら
れ
る
記
録
語

　

上
井
覚
兼
は
室
町
後
期
の
鹿
児
島
の
武
士
で
『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
は

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。

（
一
）
記
録
語
や
記
録
語
法
に
同
時
代
の
京
都
の
も
の
と
比
べ
て
①
用

例
・
②
意
味
・
③
用
法
が
違
う
。

（
二
）
毛
利
や
九
州
の
阿
蘇
、
大
友
、
相
良
、
島
津
の
古
文
書
に
あ
る
九

州
方
言
的
な
中
世
記
録
語
が
見
え
る
。

（
三
）
室
町
後
半
、
鹿
児
島
の
島
津
家
家
中
で
使
用
さ
れ
た
語
が
目
に
付

く
。　
　

（
四
）
文
末
や
句
中
に
「
候
」
を
使
用
し
た
候
文
に
な
っ
て
い
る
。

　
（
一
）
の
①
用
例
の
違
い
に
つ
い
て
は
「
挌
護
」
の
語
が
見
え
る
。
こ

の
「
格
護
」
は
『
塵
芥
集
』（
伊
達
家
文
書
）『
相
良
家
文
書
』『
島
津
家

文
書
』
等
に
見
え
る
も
の
で
古
文
書
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
の
古
記

録
・
古
文
書
に
極
め
て
例
が
少
な
い
。『
日
葡
』
に
は
、「
カ
ク
ゴ
（
覚

悟
・
格
護
）¶

ま
た
（
格
護
），
擁
護
．
例
（
略
）（
人
を
格
護
す
る
）
人

を
擁
護
す
る
．」（
75
ℓ
）
と
あ
る
。「
格
語
（
挌
護
）」
の
意
味
で
「
覚
悟
」

と
書
い
た
例
は
、
阿
蘇
文
書
（「
隈
庄
御
覺
悟
事
候
」（
永
正
十
〔
一
五
一

三
〕
年
十
二
月
四
日
、『
阿
蘇
文
書
之
二
』
679
頁
１
行
）
に
も
見
え
る
。

　

１　

此
日
、
從
中（
島
津
家
久
）

書
様
御
老
中
迄
御
内
儀
之
御
侘
言
候
、
御
使
ハ
新
武

州
・
拙
者
申
候
、
隈
城
西
手
名
ニ
四
十
町
計
御
挌
護
候
、
就
其
入
乱

候
之
間
、
隈
城
と
六
ヶ
敷
事
度
々
出
來
、
笑
止
ニ
被
思
召
候
、（
中

略
）、
是
を
隈
城
ニ
御
挌
護
之
所
領
ニ
御
く
り
か
え
候
へ
と
被
仰
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
正
二
年
〔
一
五
七
四
〕
八
月
十
六
日
、

『
上
井
覚
兼
日
記
』
上
巻
10
頁
３
、
６
行
）

　
（
一
）
の
②
意
味
の
違
い
に
関
し
て
は
、「
涯
分
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
別

稿
に
示
し
た（
39
）の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
一
）
の
③
用
法
の
違
い
と
し
て
は
、
同
時
代
の
京
都
の
古
記
録
に
は

な
い
古
い
語
法
（
例
え
ば
天
皇
か
ら
左
大
臣
へ
「
被
賜
・
被
給
」
の
よ
う

に
身
分
の
高
い
三
人
称
者
間
で
の
授
受
）
の
「
被
賜（
40
）・
被
給
」（
た
ま

わ
ら
る
）
の
敬
語
表
現
が
見
え
る
。（「
被
賜
」
５
例
、「
被
給
」
15
例
。）

　

２　
（
義
久
が
）
此
日
、
吉
作
に
て
有
馬（
晴
信
）殿

へ
鎧
甲
・
御
馬
川
原
毛
被
賜
候
、

御
祝
言
迄
之
由
共
也
、（
天
正
十
三
年
〔
一
五
八
五
〕
二
月
廿
九
日
、

『
上
井
覚
兼
日
記
』
中
巻
187
頁
８
行
）

　

義
久
が
有
馬
殿
〈
晴
信
〉
へ
鎧
甲
・
御
馬
を
「
被
賜
」
と
あ
り
、
主
語

が
義
久
で
補
語
は
有
馬
殿
で
あ
る
。「
被
賜
」
の
読
み
は
、「
賜
」
が
「
タ

マ
ワ
ル
」
で
「
謙
譲
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
タ
マ
ワ
ラ
ル
」
と
読
む
。
補
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語
に
「
有
馬
殿
へ
」
と
あ
る
の
で
「
被
賜
」
の
意
味
は
尊
敬
の
「
お
与
え

に
な
る
」
に
な
る
。

　
（
二
）
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
九
州
方
言
的
な
中
世
記
録
語（
41
）に
つ
い
て
、

以
下
の
語
を
あ
げ
論
述
し
た
。

　
　

①
九
州
方
言
と
辞
書
等
に
記
載
が
あ
る
も
の
（
三
語
）

　
　
　

Ⅰ　

九
州
と
そ
の
近
隣
に
見
え
る
も
の　

案あ
ん

利り

（
案
裏
）、
如ご
と

く

   　
　

Ⅱ　

九
州
と
東
北
に
用
例
が
あ
る
も
の　

順じ
ゆ
ん
ぎ
や
く逆

　
　

②
九
州
方
言
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
（
三
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愀し
ゆ
う
え
き易

、
愀し
ゆ
う
へ
ん變

、
閉と
じ

目め

　

３　

當
春
中
御
行
於
レ

有
レ

之
者
、
豊
後
之
事
可
レ

屬
二

御
案
利
一

事
、
程

有
間
敷
由
也
、 

（
天
正
十
四
年
〔
一
五
八
六
〕
二
月
十
六
日
、　

『
上
井
覚
兼
日
記
』
下
巻
96
頁
14
行
）

　
「
案
利
に
屬
す
」
は
「
戦
い
で
思
う
よ
う
に
勝
利
を
収
め
て
土
地
な
ど

を
領
有
す
る
。」の
意
で
あ
る
。『
時
代
別 

国
語
大
辞
典 

室
町
時
代
編
』（
三

省
堂
）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
【
参
考
】
こ
の
語
は
九
州
方
言
と
見
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
て
、

特
に
戦
い
で
思
う
よ
う
に
勝
利
を
収
め
る
こ
と
に
用
い
た
例

が
、
九
州
を
中
心
と
す
る
西
国
の
文
献
に
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
の
例
は
省
略
す
る
。

　
（
三
）
に
つ
い
て
は
（
二
）
と
も
関
連
す
る
が
、「
家か

景け
い（
42
）（
家
中
・
家

来
衆
）」「
柴し
ば

（
祭
礼
）」「
立た
ち

柄が
ら

（
軍
の
状
況
・
様
子
）」「
法ほ
う

弟だ
い

（
望
み
通

り
に
）」
等
が
見
え
る
〈
尚
、『
邦
訳 

日
葡
』
に
「
ほ
う
だ
い
」
の
漢
字

表
記
は
不
掲
載
〉。（
四
）
に
つ
い
て
は
前
掲
二
の
６
の
『
上
井
』
の
文
例

を
参
照
。（

上
）
の
お
わ
り
に 

　

  

こ
の
論
稿
は
「
日
本
近
代
語
研
究
会
第
386
回
二
〇
二
一
年
度
秋
季
発
表

大
会
」
の
講
演
「
室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
・
古
文
書
に
於
け
る

記
録
語
・
記
録
語
法
」
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
で
は
「
二 

室

町
中
期
～
江
戸
初
期
の
古
記
録
に
見
え
る
記
録
語
」
を
先
に
論
じ
た
が
、

追
加
の
記
載
を
含
め
分
量
の
都
合
か
ら
、
そ
れ
を
（
下
）
に
「
八
」
と
し

て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
、
講
演
で
は
述
べ
な
か
っ
た
「
三 

古

記
録
（
記
録
体
）
の
言
葉
と
文
章
表
記
の
採
り
入
れ
方
と
文
章
・
文
体
に

つ
い
て
」
を
付
け
加
え
た
。
主
な
参
考
文
献
も
（
上
）
に
掲
載
す
る
。
課

題
の
多
い
内
容
で
あ
る
が
、
古
記
録
・
古
文
書
へ
の
興
味
関
心
を
喚
起
し
、

研
究
者
の
増
加
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（
下
）
で
は
「
八 

室
町
中
期

～
江
戸
初
期
の
古
記
録
に
見
え
る
記
録
語
」
を
中
心
に
掲
載
す
る
。
次
号

の
（
下
）
へ
続
く
。

【
注
】

（
１
）
堀
畑
正
臣
（2000

・
訂
正
版2008

）
に
掲
載
。
訂
正
版2008

で
は
121
～
122
頁
に
平

安
後
期
、
院
政
・
鎌
倉
期
の
「
記
録
体
」
と
純
漢
文
の
相
違
点
と
共
通
点
を
記
載
し
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た
。
今
回
、
室
町
中
期
～
江
戸
初
期
の
「
記
録
体
」
と
の
比
較
を
行
う
た
め
、
再
度

引
用
す
る
。
相
違
点
の
記
述
に
は
、
ａ
佐
藤
武
義
「
記
録
体
」（
飛
田
良
文
主
幹
編

『
日
本
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院
二
〇
〇
七
年
１
月
）
486
頁
〈
こ
こ
は
、
佐
藤
武

義
「
記
録
体
（
変
体
漢
文
）」（
佐
藤
喜
代
治
編
『
国
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院
一

九
七
七
年
11
月
）
355
頁
の
内
容
と
同
じ
〉
を
参
考
と
し
た
。「
純
漢
文
」
と
「
変
体

漢
文
」
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
ｂ
築
島
裕
（1963

・1991

第
４
刷
）『
平
安
時
代
の

漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
931
頁
以
下
や
ｃ
峰
岸
明
（1986

ロ
）『
国
語
学
叢

書
11 

変
体
漢
文
』
の
17
頁
以
下
に
も
詳
し
い
。
尚
、
小
山
登
久
（1996

）
や
田
中

草
大
（2019

）、
注
２
に
示
す
『
日
本
語
大
事
典
』（
朝
倉
書
店
二
〇
一
四
年
11
月
）

の
「
記
録
体
」
540
～
542
頁
（
峰
岸
明
氏
記
述
）
や
『
日
本
語
学
大
辞
典
』（
日
本
語

学
会
、
東
京
堂
出
版
二
〇
一
八
年
10
月
）
の
「
記
録
体
」
229
～
231
頁
（
堀
畑
記
述
）、

堀
畑
正
臣
（2023

ｃ
）「
記
録
体
の
文
体
史
」
240
～
241
頁
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
佐
藤
武
義
／
前
田
富
祺
編
集
代
表
『
日
本
語
大
事
典
』（
朝
倉
書
店
二
〇
一
四
年

11
月
）
の
「
記
録
体
」
540
～
542
頁
（
峰
岸
明
氏
記
述
）
参
照
。
ま
た
、
峰
岸
明
（1986

ロ
）『
国
語
学
叢
書
11 

変
体
漢
文
』
第
５
章
第
二
節
、
及
び
第
三
節
も
参
照
。

（
３
）
築
島
裕
（1963

・1991

第
４
刷
）『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』

930
頁
参
照
。

（
４
）
唐
代
口
語
の
古
記
録
へ
の
影
響
は
堀
畑
正
臣
（2007

）
第
二
部 

第
三
章
「
古
記

録
と
唐
代
口
語
」
469
～
494
頁
参
照
。

（
５
）
注
１
ｂ
の
築
島
裕
（1991

第
４
刷
）「
再
版
に
当
っ
て
の
補
正
」（1007

頁
）
参
照
。

（
６
）
舩
城
俊
太
郎
「『
間
』
の
遡
源
」（『
国
語
国
文
』
七
三
二
号
一
九
九
五
年
８
月
）。

（
７
）
舩
城
俊
太
郎
「『
了
（
ヲ
ハ
ン
ヌ
）』
考
―
〈
変
体
漢
文
〉
研
究
史
に
ま
で
お
よ
ぶ
―
」

（
新
潟
大
学
『
人
文
科
学
研
究
』
第
一
〇
〇
輯
一
九
九
九
年
８
月
）。
そ
の
後
、
注
６

論
文
と
共
に
舩
城
俊
太
郎
（2011

）『
院
政
時
代
文
章
様
式
史
論
考
』（
勉
誠
出
版
）

に
所
収
。

（
８
）
後
藤
英
次
（1999

）「『
小
右
記
』『
御
堂
関
白
記
』
に
お
け
る
接
頭
語
「
相
（
ア
ヒ
）」

―
記
録
体
資
料
に
お
け
る
接
頭
語
「
相
（
ア
ヒ
）」（
一
）
―
」
参
照
。

（
９
）
舩
城
俊
太
郎
（2011

）『
院
政
時
代
文
章
様
式
史
論
考
』（
勉
誠
出
版
）
参
照
。

（
10
）
注
２
『
日
本
語
大
事
典
』（
朝
倉
書
店
）
の
「
記
録
体
」
540
～
542
頁
（
記
述
は
峰

岸
明
氏
）
参
照
。

（
11
）
注
３
築
島
裕
（1963

・1991

第
４
刷
）
の
919
頁
や
峰
岸
明
（1986

ロ
）
の
205
頁
参
照
。

（
12
）
後
藤
英
次
（2015

）「
平
安
時
代
の
記
録
体
の
言
語
の
基
盤
に
日
常
口
頭
語
が
あ

る
と
い
う
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
並
び
に
、
後
藤
英
次
（2021

）「『
御
堂
関
白
記
』

の
語
彙
」
参
照
。

（
13
）
田
中
草
大
（2019

）『
平
安
時
代
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
研
究
』
勉
誠
出
版
、
参
照
。

（
14
）
笠
松
宏
至
（1993

）『
法
と
言
葉
の
中
世
史
』
平
凡
社
の
「
中
央
の
儀
」
46
～
63

頁
参
照
。

（
15
）
堀
畑
正
臣
（2007

）『
古
記
録
資
料
の
国
語
学
的
研
究
』
清
文
堂
、
41
～
96
頁
参
照
。

（
16
）
峰
岸
明
（1986

イ
）『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、

92
頁
参
照
。

（
17
）
矢
田
勉
（2012

）
参
照
。
ま
た
、
後
藤
英
次
（2012

）（2013

）
に
文
末
を
「
了
」

や
「
候
」
字
で
結
ぶ
公
家
日
記
の
考
察
と
紹
介
が
あ
る
。

（
18
）
堀
畑
正
臣
（2023

ａ)

「「
生
害
」
表
記
の
出
現
と
そ
の
意
味
―
「
生
涯
」
か
ら
「
生

害
」
へ
―
」
参
照
。

（
19
）
永
澤
済
（2021

）「
日
本
中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
非
使
役
「
令
」
の
機
能
」
参
照
。

（
20
）
後
藤
英
次
（2012

）（2013

）
に
文
末
を
「
了
」
字
で
結
ぶ
公
家
日
記
の
考
察
と
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紹
介
が
あ
る
。　

（
21
）
堀
畑
正
臣
（2023

ｃ
）「
記
録
体
の
文
体
史
」
で
は
「
語
順
問
題
の
解
消
の
た
め
、

「
所
（
Ｖ
）
也
」「
Ｖ
＋
之
」
等
で
動
詞
を
目
的
語
の
後
に
お
く
工
夫
や
小
仮
名
の
格

助
詞
の
付
加
で
語
順
を
示
す
。」
と
述
べ
た
が
、「（
動
詞
）
了
」
や
「（
動
詞
）
候
」

等
も
そ
の
流
れ
と
考
え
る
。
但
し
、「
了
」
に
は
文
末
辞
機
能
、「
候
」
に
は
句
末
辞

機
能
と
文
末
辞
機
能
が
あ
る
。

（
22
）
古
記
録
Ｄ
Ｂ
で
見
る
と
、
文
末
に
「（
動
詞
）
候
」
が
多
い
『
上
井
』
や
『
梅
津
』

で
は
、「（
動
詞
）
了
／
畢
」
は
極
め
て
少
な
い
。「（
動
詞
）
了
」
の
多
い
『
言
経
』

に
は
「（
動
詞
）
候
」
は
あ
る
程
度
見
え
る
。

（
23
）『
後
二
条
師
通
記
』
の
文
体
形
成
に
関
し
て
川
崎
恵
津
子
（2002

）
と
柳
原
恵
津

子
（2007

）
や
中
丸
貴
文
（2019

）
を
参
照
。『
殿
曆
』
に
つ
い
て
は
柳
原
恵
津
子

（2020

）
を
参
照
。

（
24
）
尾
上
陽
介
（1998

）「『
民
経
記
』
と
暦
記
・
日
次
記
」
で
は
「
経
光
が
二
種
類
の

日
記
（
暦
記
と
日
次
記
）
を
並
行
し
て
書
き
、
意
識
的
に
か
き
分
け
て
い
た
」
と
い

う
状
況
を
解
明
し
て
あ
る
。

（
25
）
堀
畑
正
臣
（2007

）
475
頁
に
『
左
経
記
』
の
「
爲
當
」
と
「
將
」
の
出
現
状
況
を

示
し
て
い
る
。
初
め
は
「
爲は

當た

」
の
表
記
で
あ
っ
た
の
が
途
中
か
ら
「
將は
た

」
が
交
じ

り
後
半
は
「
將は
た

」
に
な
っ
て
い
く
。

（
26
）
堀
畑
正
臣
（1989

）「
御
堂
関
白
記
（
古
写
本
）
に
於
け
る
文
章
改
変
の
実
態

（
上
）」
参
照
。

（
27
）
松
薗
斉
（2017

）『
日
記
で
読
む
日
本
史
13 

日
記
に
魅
入
ら
れ
た
人
々 

王
朝
貴

族
と
中
世
公
家
』
臨
川
書
店
、
参
照
。

（
28
）
峰
岸
明
（1986

ロ
）
の
六
章 

第
二
節
「
文
法
上
の
特
色
」
251
～
262
頁
参
照
。

（
29
）
注
15
参
照
。

（
30
）
堀
畑
正
臣
（2007

）
第
一
部 

第
四
章 

第
一
節
224
～
246
頁
参
照
。

（
31
）
森
野
宗
明
（1963

）「
助
動
詞
シ
ム
の
特
殊
用
法
」、
来
田
隆
（1989

）「『
吾
妻
鏡
』

に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
」、
そ
の
他
の
「
令
」
関
係
の
論
考
は

永
澤
済
（2021

）「
日
本
中
世
和
化
漢
文
に
お
け
る
非
使
役
「
令
」
の
機
能
」（『
言

語
研
究
』
159
号
）
の
参
考
文
献
参
照
。

（
32
）
堀
畑
正
臣
（2007

）
第
一
部 

第
三
章 

176
～
223
頁
参
照
。

（
33
）
堀
畑
正
臣
（2007

）
第
一
部 

第
四
章 

第
二
節
～
第
六
節
247
～
370
頁
参
照
。

（
34
）
堀
畑
正
臣
（2007

）
の
科
研
報
告
書
に
「『
被
下
（
く
だ
さ
る
）』
の
展
開
（
覚
書
）」

72
～
81
頁
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
が
未
だ
未
定
稿
で
あ
る
。

（
35
）
辻
村
敏
樹
（1968

）「
Ⅱ　

敬
語
の
歴
史 

「
お
…
…
に
な
る
」
考
」
251
～
275
頁
参
照
。

（
36
）
堀
畑
正
臣
（2016

）「『
明
月
記
』
に
見
え
る｢

得
境｣

を
め
ぐ
っ
て
―
宋
代
口
語

の
視
点
か
ら
―
」
参
照
。

（
37
）
堀
畑
正
臣
（2012

ａ
）、（2012

ｂ
）、（2013

ｂ
）、（2014

）、（2017

）
を
参
照
。

（
38
）
注
18
参
照
。

（
39
）
堀
畑
正
臣
（2023

ｂ
）
の
113
頁
に
「
涯
分
」
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。

（
40
）
堀
畑
正
臣
（2021

）「『
上
井
覚
兼
日
記
』
に
お
け
る
「
被
賜
・
被
給
」
を
め
ぐ
っ
て
」

83
～
106
頁
参
照
。『
百
二
十
句
本
平
家
物
語 

斯
道
文
庫
本
』（
汲
古
書
院
、
昭
和
45

年
）
に
は
「
イ
カ
ニ
サ
ゝ
キ
殿
・
御
邊
ハ
・
生
数
貴
玉
ハ
ラ
レ
テ
ケ
リ
ト
・
詞
ヲ
カ

ク
」（
481
頁
10
行
）、『
平
家
物
語 

長
門
本
』（
名
著
刊
行
会
、昭
和
49
年
）
に
は
「
や
殿
、

佐
々
木
殿
、
池
月
を
ば
給
は
ら
れ
た
り
け
る
な
」（
552
頁
上
４
行
）
な
ど
が
見
え
る
。

尚
、
そ
の
後
古
記
録
Ｄ
Ｂ
の
追
加
で
『
言
経
卿
記
』
に
「
被
賜
」
３
例
（
天
正
四
年

二
月
廿
日
〔
巻
一
26
頁
12
行
〕、
天
正
十
年
正
月
二
日
〔
巻
一
218
頁
６
行
〕、
正
月
六



－ 24 －

日
〔
巻
一
220
頁
12
行
〕
と
「
被
給
」
２
例
（
天
正
十
二
年
十
月
八
日
〔
巻
二
48
頁
２

行
〕、
文
禄
四
年
十
二
月
廿
九
日
〔
巻
六
414
頁
３
行
〕）
が
見
つ
か
っ
た
が
、
こ
ち
ら

は
身
分
の
高
い
人
が
自
分
も
し
く
は
自
分
側
に
「
被
賜
・
被
給
」
の
例
で
用
法
が
違

う
。
こ
の
「
被
賜
・
被
給
」
は
「
た
ま
わ
る
」
と
読
む
べ
き
で
、
室
町
中
期
や
『
上

井
覚
兼
日
記
』
の
「
被
賜
・
被
給
」
と
は
用
法
が
違
う
。

（
41
）
堀
畑
正
臣
（2013
ａ
）「
阿
蘇
文
書
に
見
え
る
九
州
方
言
的
な
中
世
記
録
語
を
め

ぐ
っ
て
」
及
び
神
志
那 
郁
（2013

）
参
照
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こ
の
研
究
は
二
〇
一
九
年
度
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二
〇
二
三
年
度
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学
研
究
費
助
成
事
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基
盤
研
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題
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０
０
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２
８
）「
室
町
後
期
・
江
戸
初
期
に
於
け
る
地
方
成
立

古
記
録
・
古
文
書
の
記
録
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・
記
録
語
法
の
記
述
的
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あ
る
。
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お
み
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大
学
院
文
学
研
究
科
第
八
回
修
了
／
熊
本
大
学
名
誉
教
授
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